
近
世
中
期
に
お
け
る
商
業
経
営
の
変
質

高
　
埜
　
利
　
彦

は
　
じ
　
め
　
に

　
近
世
中
期
（
小
稿
で
は
享
保
期
を
中
心
に
、
そ
の
前
後
の
元
禄
期
か
ら
宝
暦
期
（
一
六
九
〇
年
頃
か
ら
一
七
六
〇
年
頃
）
ま
で
を
主

な
時
期
対
象
と
し
て
い
る
）
の
商
品
流
通
史
研
究
は
、
こ
れ
迄
、
こ
の
時
期
に
特
徴
的
な
幾
つ
か
の
諸
特
質
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

；
は
・
生
産
力
の
上
昇
に
と
も
な
う
商
品
流
通
量
の
増
大
し
た
こ
と
で
競
・
二
つ
は
・
「
初
期
豪
商
」
や
そ
の
後
の
「
の
・
ぎ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

商
い
」
に
共
通
し
た
地
域
間
・
季
節
間
価
格
差
に
利
潤
抽
出
を
求
め
る
い
わ
ゆ
る
「
遠
隔
地
間
商
業
」
が
衰
退
し
た
こ
と
で
あ
る
。
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

つ
は
、
三
都
の
問
屋
が
、
多
商
品
を
扱
う
荷
受
問
屋
か
ら
単
品
を
扱
う
専
業
問
屋
に
そ
の
中
心
が
代
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
四
つ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

在
地
荷
主
や
都
市
問
屋
の
資
本
に
よ
る
生
産
地
支
配
や
、
在
地
荷
主
の
都
市
仕
入
問
屋
の
買
宿
化
が
行
な
わ
れ
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
四
点
な
ど
は
、
特
に
主
だ
っ
た
研
究
成
果
と
し
て
確
認
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
近
世
中
期
に
見
ら
れ
た
以
上
の
諸
特
質
は
、
果
し
て
偶
然
に
同
じ
時
期
に
起
っ
た
現
象
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
の
研
究
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

右
の
諸
点
す
べ
て
を
総
体
的
に
関
連
ず
け
て
把
握
す
る
試
み
に
は
欠
け
る
き
ら
い
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
小
稿
で
は
、
一
個
の
商
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近世申期における商業経営の変質（高埜）

業
経
営
の
変
質
を
分
析
し
、
そ
の
特
質
を
理
解
す
る
こ
と
か
ら
、
な
ぜ
、
近
世
中
期
に
そ
う
し
た
変
質
を
必
要
と
し
た
の
か
、
言
い
か
え

れ
ば
、
こ
の
時
期
、
近
世
中
期
の
市
場
構
造
は
、
一
個
の
商
人
資
本
に
な
ぜ
経
営
の
変
質
を
せ
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
題
を
考

察
す
る
。
こ
の
こ
と
が
、
右
に
述
べ
た
近
世
中
期
の
諸
特
質
を
有
機
的
に
総
体
的
に
把
握
す
る
試
み
に
つ
な
が
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
さ
て
、
小
稿
で
分
析
の
対
象
と
す
る
商
人
資
本
と
は
、
越
前
国
今
立
郡
五
箇
村
（
現
在
の
福
井
県
今
立
郡
今
立
町
）
の
内
田
吉
左
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

門
（
善
四
郎
と
名
乗
る
代
も
あ
る
）
家
で
あ
る
。
初
代
内
田
吉
左
衛
門
宗
寿
か
ら
二
代
吉
左
衛
門
宗
敬
（
景
林
）
へ
、
元
禄
五
（
一
六

九
二
）
年
春
、
金
四
三
一
八
両
の
相
続
が
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
年
以
降
を
対
象
時
期
に
、
越
前
国
領
域
市
場
と
三
都
市
場
の
商
人
た

ち
と
、
い
か
な
る
関
係
を
も
ち
、
ま
た
経
営
を
展
開
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
、
以
下
、
具
体
的
に
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

一
　
流
通
機
構
の
変
質
　
－
越
前
国
を
中
心
に
ー

　
こ
こ
で
は
、
近
世
中
期
に
お
い
て
、
内
田
氏
の
商
品
集
荷
・
販
売
の
方
法
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
、
越
前
国
内
の
諸
商
人
と
の

関
係
を
分
析
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
す
る
。
内
田
氏
は
、
越
前
の
特
産
品
を
集
荷
し
、
か
つ
ま
た
、
他
国
産
品
を
越
前
領
域
市
場
に
販

売
す
る
た
め
に
、
福
井
（
福
居
）
・
府
中
（
武
生
）
二
二
国
・
栗
田
部
と
い
う
領
域
市
場
の
中
心
で
あ
る
町
々
の
商
人
と
特
定
の
関
係

を
結
ん
で
い
た
。
特
定
の
関
係
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
後
で
ま
と
め
る
と
し
て
、
ま
ず
内
田
氏
と
諸
商
人
と
の
具
体
的
な
関
係
例
を
、

以
下
に
紹
介
す
る
。
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a
　
福
　
井

　
福
井
の
木
田
鍛
冶
町
に
住
む
木
屋
吉
右
衛
門
は
、
遅
く
と
も
元
禄
十
二
（
＝
ハ
九
九
）
年
に
は
、
内
田
氏
か
ら
「
支
配
金
」
の
名
目

で
金
を
請
取
っ
て
お
り
、
そ
の
金
額
は
宝
永
四
（
一
七
〇
七
）
年
ま
で
に
四
六
八
両
に
至
っ
て
い
る
。
　
「
支
配
金
」
の
内
容
は
、
以
下
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に
示
す
史
料
か
ら
、
金
融
（
「
質
物
御
取
候
金
」
）
と
商
業
（
「
商
物
御
買
置
之
金
子
」
）
と
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。
木
屋
吉
右
衛
門
は
内
田

氏
の
「
支
配
金
」
を
請
取
っ
て
、
福
井
に
お
い
て
金
融
業
を
取
り
行
な
い
、
あ
る
い
は
仕
入
金
を
託
さ
れ
て
商
品
購
入
に
あ
た
っ
て
い

た
様
子
で
あ
る
。

　
　
　
　
年
賦
金
澄
文
之
事

　
　
合
金
　
百
五
拾
六
両
壱
歩
ハ

　
　
　
（
元
禄
十
二
）

　
　
　
但
卯
年
6
段
々
請
取
支
配
金
三
ケ
一
之
分
也

　
右
ハ
去
ル
卯
年
6
我
等
方
二
而
質
物
御
取
候
金
子
井
商
物
御
買
置
之
金
子
、
彼
是
取
合
金
高
四
百
六
拾
八
両
三
歩
我
等
支
配
仕
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
所
、
自
分
勝
手
不
如
意
二
罷
成
、
我
儘
二
過
半
引
負
申
候
、
然
所
二
今
度
弟
彦
右
衛
門
引
負
之
内
も
少
々
私
方
へ
引
請
申
事
二
御
座

　
候
ヘ
ハ
、
私
身
体
も
立
兼
申
二
付
、
内
々
二
而
身
上
之
損
仕
御
詫
申
候
義
願
之
通
御
聞
届
被
下
、
支
配
金
高
6
三
ケ
弐
御
捨
、
三
ケ

一
之
分
年
賦
二
被
成
被
下
恭
存
候
然
ハ
当
年
棄
々
雍
蓑
渚
弐
拾
葦
之
間
壱
ケ
年
二
金
六
両
士
募
ツ
毒
年
±
月
申
二

　
相
立
可
申
候
、
万
一
壱
ケ
年
二
而
も
相
滞
義
候
ハ
㌧
、
土
蔵
井
質
物
貸
方
商
物
共
二
壱
銭
も
不
残
帳
面
共
二
相
渡
、
猶
又
我
々
兄
弟

　
三
人
之
身
命
共
二
相
渡
可
申
候
間
、
い
か
様
共
貴
殿
ノ
思
召
次
第
二
可
被
成
候
、
其
節
何
様
二
被
成
候
而
も
少
も
異
儀
無
御
座
候
、

　
且
又
只
今
外
之
借
金
も
御
座
候
、
若
其
方
6
何
角
被
仰
六
ケ
敷
義
厳
候
ハ
、
先
年
之
通
之
金
高
を
以
可
被
成
候
、
為
其
別
謹
文
目
録

　
共
二
相
渡
置
申
候
、
為
後
日
年
符
澄
文
価
如
件
、

　
十
一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
　
　
七

こ
れ
は
宝
永
四
年
十
一
月
付
で
内
田
氏
に
差
出
き
れ
た
年
賦
金
謹
文
で
あ
る
が
、
負
債
の
三
分
の
二
を
帳
消
に
す
る
こ
と
で
優
先
権
を
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得
た
内
田
氏
の
債
権
が
他
の
債
権
者
に
脅
か
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
同
時
に
別
謹
文
目
録
と
し
て
木
屋
吉
右
衛
門
の
負
債
の
す
べ
て
が
書

上
げ
ら
れ
差
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
覚

　
一
金
三
十
五
両
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
屋

　
一
金
三
十
両
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
蔵

　
一
金
拾
両
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
還
作

　
一
金
百
五
両
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
本
矢
部
小
左
衛
門

　
一
金
三
十
三
両
壱
分
五
匁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
田
吉
右
衛
門

　
一
金
弐
拾
両
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
田
宗
寿

　
一
金
十
両
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
右
衛
門

　
一
金
四
百
両
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
質
物
取
置
候
金
子
之
分

　
一
金
四
拾
八
両
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
仲
間
商
物
買
置
申
金
子

　
一
金
五
両
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
付
謹
文
二
而
預
り
金

　
一
金
三
両
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
油
か
す
買
金
二
而
預
り

　
〆
　
六
百
九
拾
九
両
壱
歩
五
匁

　
右
之
通
我
等
借
金
只
今
相
改
有
之
候
、
此
外
壱
両
も
無
之
候
、
後
日
右
之
外
二
貸
有
之
由
申
出
候
共
、
割
賦
之
人
数
ヘ
ハ
入
不
申

　
候
、
為
其
只
今
借
金
高
書
立
相
渡
申
者
也
、

　
　
宝
永
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
右
衛
門
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表（1）　木屋吉右衛門関係略年表（1）

元禄11年

〃　12〃

〃　13〃

〃　14〃

〃　15〃

〃　16〃

〃　17〃

宝永2〃

〃　3〃

〃　4〃

〃　7〃

金36両
〃300〃

〃　60〃

〃400〃

〃　80〃

〃400〃

〃　80〃

〃500〃

〃　70〃

〃　90〃

〃500〃

〃430〃

〃400〃

〃400〃

〃400〃

〃450〃

家二軒代

ふくい仲間商二

福居質

福居仲間

ふくい質二有

同仲間物二有

ふくい質二有

同仲間物有

福居質

福居仲間

木田へ渡有

木田

木田

木屋

木屋

木屋

木や吉右衛門不屠

福井木や吉右衛門

元禄5年～宝永8年『内証覚帳』から作成。

を
木
屋
に
委
ね
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
も
っ
と

も
、
木
屋
は
「
支
配
金
」
に
よ
っ
て
購
入
し
た
商
品
か
ら
売

買
差
益
に
よ
る
商
業
利
潤
を
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
恐

ら
く
、
商
品
の
蔵
敷
や
口
銭
を
含
め
た
支
配
賃
を
得
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
木
屋
に
関
す
る
史
料
か
ら
支
配
賃
を
直
接
に

示
す
も
の
は
見
出
せ
な
い
が
、
後
述
す
る
三
国
の
蝋
燭
屋
理

右
衛
門
の
支
配
賃
の
例
か
ら
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
右
の
宝
永
四
年
の
証
文
二
通
は
木
屋
の
立
場
か
ら

の
内
田
氏
と
の
関
係
を
示
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て

内
田
氏
の
立
場
か
ら
は
、
木
屋
と
の
関
係
を
、
　
「
木
や
吉
右

一
95
一

　
と
こ
ろ
で
「
支
配
金
」
と
は
、
い
か
な
る
性
格
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
内
田
氏
か
ら
引
請
け
た
木
屋
は
「
我
等
支
配
仕

候
」
も
の
で
、
勝
手
不
如
意
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
　
「
我
儘
二
過
半
引
負
申
」
す
こ
と
の
で
き
る
ほ
ど
、
木
屋
に
裁
量
権
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
内
田
氏
は
「
支
配
金
」
に
関
し
て
そ
の
運
用
・
管
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
　
七

合
計
六
九
九
両
余
の
木
屋
吉
右
衛
門
の
全
負
債
の
う
ち
、
内
田
吉
左
衛
門
の
父
親
宗
寿
分
も
含
め
た
四
六
八
両
が
、
内
田
氏
か
ら
の
負

債
で
あ
り
、
全
体
の
六
七
％
に
相
当
す
る
。
ま
た
、
内
田
吉
左
衛
門
の
同
族
の
矢
部
（
野
辺
）
小
左
衛
門
・
内
田
吉
右
衛
門
・
（
中

　
　
　
　
　
（
9
）

条
）
善
右
衛
門
の
分
を
含
め
る
と
、
全
体
の
八
八
％
に
相
当
す
る
。
右
の
木
屋
の
負
債
状
態
か
ら
見
て
、
木
屋
の
経
営
に
占
め
る
内
田

氏
の
出
資
金
（
「
支
配
金
」
）
は
大
き
な
比
重
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



　
福
井
の
商
人
で
は
、
内
田
氏
は
木
屋
吉
右
衛
門
の
あ
と
、
塩
屋
善
兵
衛
と
丸
屋
次
良
兵
衛
の
二
人
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
こ
と
に
な

っ
た
。
享
保
十
四
年
で
、
内
田
氏
の
史
料
か
ら
木
屋
の
名
前
は
消
え
、
享
保
十
八
年
か
ら
塩
屋
、
享
保
一
＝
年
か
ら
丸
屋
の
名
前
が
頻

出
し
始
め
る
。
恐
ら
く
、
福
井
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
木
屋
の
役
割
り
は
、
塩
屋
・
丸
屋
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
も
の
と
推
定
で
き

る
。
勿
論
、
新
た
な
二
商
人
に
対
し
て
、
宝
永
四
（
一
七
〇
七
）
年
迄
木
屋
に
行
な
っ
た
「
支
配
金
」
委
任
の
方
式
は
行
な
わ
れ
ず
、

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
漆
実
（
蝋
の
原
料
）
も
同
様
に
し
て
内
田
氏
の
指
示
に
よ
っ
て
集
荷
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

方
、
販
売
に
関
し
て
は
、
木
屋
は
菜
種
・
繰
綿
・
油
と
い
う
他
国
産
品
の
販
売
を
内
田
氏
か
ら
委
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

他
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表（2）木屋吉右衛門関係略年表（2）

正徳6年

享保3年

〃・8年

〃　9年

〃10年

〃11年

〃13年

〃14年

金　　40両

〃　　25両

銀　900匁
〃　3，600〃

〃　1，　OIO〃

〃　2，460〃

〃　1，440〃

〃　2，800〃

〃　　600〃

〃　3，420〃

〃　3，596〃

〃　　315〃

〃　1，800〃

〃　7，306〃

〃　3，090〃

〃10，500〃

木屋二布有

布木屋二渡シ有

らう，木屋

木屋二布代内渡シ有

菜種・漆実木屋

冬買布代渡し木屋二

木屋こらううり代3月切かし有

くり綿，福井木屋二

漆実　　　〃

冬かい布木屋渡シ

木屋二晒地布代渡有

油，ふくい木屋二

漆実木屋二

漆実木屋二

　　〃

雑，木屋

「毎春勘定覚』から文言をそのまま抜き出して作成。後掲表についても同

様である。

衛
門
　
不
堵
L
　
（
宝
永
四
年
）
と
書
き
記
し
て
い
る
。
元
禄
五
年

か
ら
内
田
吉
左
衛
門
宗
敬
に
よ
っ
て
毎
春
の
店
卸
し
が
記
帳
さ
れ

た
『
内
証
覚
帳
』
に
見
出
せ
る
木
屋
吉
右
衛
門
に
関
す
る
事
項
だ

け
を
文
言
そ
の
ま
ま
に
抜
き
出
し
て
整
理
し
た
の
が
表
ω
で
あ

る
。
こ
の
宝
永
四
年
の
木
屋
吉
右
衛
門
不
堵
を
さ
か
い
に
し
て
、

内
田
氏
と
木
屋
と
の
関
係
は
変
化
し
、
そ
れ
ま
で
の
「
支
配
金
」

と
呼
ば
れ
る
方
式
は
そ
の
後
は
行
な
わ
れ
な
く
な
り
、
正
徳
六

（一

ｵ
＝
ハ
）
年
か
ら
享
保
一
四
（
一
七
二
九
）
年
の
間
、
表
②

の
ご
と
く
、
例
え
ば
享
保
九
年
「
冬
買
布
代
渡
し
木
屋
二
」
と
あ

る
よ
う
に
、
内
田
氏
の
直
接
の
指
示
に
よ
っ
て
特
定
商
品
の
購
入

の
た
め
の
出
資
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
こ
の
時
期

の
、
福
井
に
お
け
る
布
の
集
荷
の
中
心
的
役
割
を
木
屋
が
担
っ
て
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内
田
氏
の
直
接
指
示
に
も
と
つ
い
た
商
品
（
布
が
中
心
）
の
売
買
が
担
わ
き
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
預
り
申
澄
文
之
事

　
　
一
現
蝋
四
駄
印
物

　
　
　
　
　
正
目
百
六
拾
四
貫
匁

　
　
一
平
木
布
　
七
百
反

　
　
一
菜
種
　
　
弐
臥

　
　
〆

　
右
之
通
預
り
申
候
、
何
時
二
而
も
御
用
次
第
相
渡
し
可
申
候
、
為
後
日
如
此
御
座
候
、

　
　
寛
保
三
年
亥
極
月
廿
八
日

以
上
、

　
隔
塩
屋
韮
口
丘
ハ
衛
川
⑳

受
人
　
宇
兵
衛
（
⑳

　
　
　
内
田
吉
左
衛
門
様

塩
屋
は
右
の
史
料
の
ご
と
く
、
内
田
氏
の
所
有
す
る
商
品
を
「
何
時
二
而
も
御
用
次
第
相
渡
」
す
条
件
で
預
っ
て
お
り
、
塩
屋
か
ら
の

他
の
同
種
の
証
文
で
は
、
　
「
我
等
蔵
へ
入
髄
預
り
申
処
実
正
也
、
則
御
指
図
次
第
売
払
可
申
上
候
、
為
後
日
蔵
預
り
誼
文
侃
如
件
」
と

記
さ
れ
、
蔵
に
預
っ
て
い
る
商
品
は
、
内
田
氏
の
指
図
次
第
で
売
払
う
こ
と
が
確
約
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
の
「
支
配
金
」
の
方
式
に

比
べ
、
こ
の
「
蔵
預
り
」
の
方
式
は
内
田
氏
の
意
図
が
自
在
に
働
き
、
塩
屋
は
内
田
氏
の
商
品
に
つ
い
て
蔵
敷
料
と
そ
の
間
の
手
数
料

を
得
る
の
み
で
、
売
買
差
益
に
基
く
商
業
利
潤
を
得
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
自
己
資
本
に
よ
っ
て
商
業
利
潤
を
得
る
こ
と
を
し
な
い

塩
屋
は
、
内
田
氏
に
対
し
て
一
定
の
従
属
性
を
持
っ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
従
属
控
の
原
因
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。

も
う
一
人
の
丸
屋
次
良
兵
衛
の
場
合
に
は
、
丸
屋
が
潰
れ
る
と
こ
ろ
を
内
田
氏
の
資
金
で
持
ち
直
し
た
、
と
い
う
こ
と
か
ら
そ
の
従
属
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性
が
始
ま
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
の
史
料
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
借
用
仕
候
銀
子
之
事

　
一
銀
合
　
壱
貫
五
百
匁
也

　
右
者
当
夏
私
手
前
不
仕
合
二
付
身
上
相
仕
廻
可
申
之
所
、
御
願
申
上
候
得
ハ
御
聞
届
之
上
右
之
銀
子
御
か
し
被
遊
被
下
、
諸
方
指
引

　
等
首
尾
能
相
調
難
有
恭
奉
存
候
、
　
（
後
略
）

　
　
　
寛
保
元
年
酉
極
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
屋
　
次
良
兵
衛
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
長
兵
衛
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
人
い
な
つ
屋
伝
右
衛
門
㊥

　
　
内
田
吉
左
衛
門
様

右
の
よ
う
に
内
田
氏
か
ら
大
き
く
借
金
を
し
て
、
他
か
ら
の
借
金
返
済
を
済
ま
せ
た
丸
屋
は
、
内
田
氏
の
資
金
を
受
け
て
商
品
購
入
を

し
、
そ
の
商
品
を
蔵
預
り
す
る
業
務
を
行
な
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
蔵
預
り
一
札
之
事

　
一
木
布
弐
千
百
五
拾
三
反
也

　
右
老
御
買
入
之
木
布
、
我
等
蔵
に
預
り
置
申
候
、
何
時
成
共
御
差
図
次
第
二
相
渡
シ
可
申
候
、
為
後
日
蔵
預
り
謹
文
傍
而
如
件
、

　
　
　
延
享
二
年
丑
閏
極
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
屋
　
次
良
兵
衛
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
長
兵
衛
⑳

　
　
内
田
吉
左
衛
門
様

ほ
と
ん
ど
同
様
な
性
格
を
も
つ
塩
屋
善
兵
衛
・
丸
屋
次
良
兵
衛
に
対
す
る
内
田
氏
側
の
指
示
の
内
容
は
、
「
冬
買
代
　
木
布
福
井
二
有
」
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・
「
冬
木
布
六
三
七
七
反
代
　
三
五
貫
六
二
六
匁
　
丸
屋
・
塩
屋
・
加
藤
三
軒
二
有
」
と
い
う
よ
う
に
『
毎
春
勘
定
覚
』
に
記
さ
れ
て

お
り
、
つ
ま
り
布
仕
入
を
担
当
さ
せ
る
買
付
問
屋
と
し
て
の
業
務
を
内
田
氏
は
丸
屋
・
塩
屋
に
担
わ
せ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
る
に
、
こ
の
両
者
は
と
も
に
宝
暦
年
間
に
至
り
、
さ
ら
に
内
田
氏
に
多
大
な
借
金
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
塩
屋
善
兵
衛

は
、
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年
十
二
月
付
で
、
内
田
吉
左
衛
門
か
ら
文
銀
二
貫
八
〇
五
匁
、
矢
部
小
左
衛
門
か
ら
七
〇
五
匁
、
あ
わ
せ

て
三
貫
一
〇
匁
の
借
金
の
一
五
年
賦
返
済
を
願
っ
て
聞
き
入
れ
ら
れ
た
。
こ
の
借
金
額
は
「
御
売
物
代
銀
井
御
預
ケ
物
代
銀
指
引
勘
定

仕
候
処
、
私
今
年
不
仕
合
二
付
当
銀
を
以
相
済
申
義
難
仕
二
付
」
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
内
田
氏
等
よ
り
預
か
っ
て
い
た
商

品
の
販
売
代
銀
の
決
算
時
に
欠
損
が
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
塩
屋
は
、
宝
暦
八
年
二
月
付
で
、
銀
四
七
五
匁
七
分
を
、
こ
れ
ま

た
十
五
年
賦
返
済
を
願
っ
て
い
る
。
こ
の
銀
高
は
、
「
木
綿
代
・
酒
代
・
蝋
・
利
足
取
ち
ん
」
を
「
現
銀
を
以
御
勘
定
可
仕
様
御
約
束
申

上
候
」
と
こ
ろ
、
「
不
如
意
之
私
故
御
算
用
可
申
上
手
立
無
御
座
候
」
と
、
現
銀
で
内
田
氏
に
納
入
す
べ
き
と
こ
ろ
が
不
能
に
な
り
、
一

五
年
賦
返
済
を
願
っ
た
も
の
で
あ
る
。
先
の
宝
暦
五
年
か
ら
の
年
賦
関
係
は
毎
年
の
業
務
を
続
け
て
い
く
中
で
、
手
数
料
や
蔵
敷
を
宛

て
て
返
賦
（
毎
年
銀
二
三
四
匁
）
す
る
予
定
の
と
こ
ろ
、
三
年
を
経
ず
し
て
、
毎
年
の
商
い
決
算
に
不
足
分
を
生
じ
、
先
の
借
金
額
の
上
に
、

さ
ら
に
借
金
を
重
ね
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
宝
暦
八
年
二
月
付
の
証
文
を
最
後
に
、
塩
屋
善
兵
衛
と
内
田
氏
と
の
関
係
は
絶
た
れ
た
。

　
一
方
、
丸
屋
次
郎
兵
衛
は
、
先
述
の
如
く
寛
保
元
（
一
七
四
一
）
年
に
一
度
内
田
氏
か
ら
借
金
を
し
て
身
代
の
潰
れ
る
の
を
く
い
と

め
、
商
い
を
続
け
て
き
た
が
、
宝
暦
四
（
一
七
五
四
）
年
再
び
不
如
意
に
な
っ
た
。
丸
屋
は
宝
暦
四
年
の
不
如
意
に
よ
っ
て
、
内
田
氏

か
ら
の
預
か
り
物
を
「
不
堵
仕
、
過
分
御
損
料
」
を
掛
け
た
た
め
に
其
後
、
内
田
氏
の
御
用
は
差
し
止
め
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
す
で

に
丸
屋
は
内
田
氏
と
矢
部
氏
の
買
付
商
人
と
し
て
の
み
身
代
を
維
持
し
て
き
た
の
に
、
こ
れ
も
差
し
と
め
と
な
っ
て
は
潰
れ
る
こ
と
が

必
然
と
な
る
。
そ
こ
で
宝
暦
六
年
、
丸
屋
は
内
田
氏
等
に
願
入
っ
て
、
　
「
前
之
通
布
問
屋
御
用
等
被
仰
付
被
下
候
様
二
達
而
御
頼
申

上
」
た
と
こ
ろ
、
両
氏
に
聞
入
れ
ら
れ
、
　
「
白
布
之
分
御
買
口
」
を
委
ね
ら
れ
た
。
そ
こ
で
丸
屋
は
「
吟
味
仕
候
而
御
買
物
随
分
念
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表（3）たばこ屋清兵衛関係略年衰

宝暦10年

〃　14〃

明和7〃

安永4〃

〃　6〃

〃　8〃

〃　9〃

〃　10〃

天明2〃

〃　3〃

〃　4〃

銀　198　匁
〃　　1，209．2〃

〃　　412　〃

〃　5，427．6〃

〃　　396．5〃

〃　1，500　〃

〃　1，000　〃

〃　2，000　〃

〃　1，000　〃

〃　4，789．8〃

〃　4，746．5〃

〃　2，215　〃

〃　　252　〃

”　　720　〃

〃　1，200　〃

〃　1，194．5〃

〃　4，461．4〃

塩屋買残り木綿44反たはこ屋二有

巳7月たはこ屋かい種50表買元ニテ

ろうたはこ屋に敷銀出し

午冬買木布之分，尤た清，茶荏，清七、6買候分

蝋た清方敷銀渡し

同人方繰綿2本質二取置

生ma　2駄質二

白布514反質二　　　　　　　　　　’

生蝋2駄た清方

晒地1，061反，た清，茶麗井七左エ門方へ渡銀

た清方こて生布

た清方二て晒地買候分た清預ケ500反

同所二て生作60反買候分此方二有

た清方二下白180反預ケ有

塩た清　・

※愛二買臼228反，た清6来分

髪二買白828反，た清6来ル

『毎春勘定覚』から作成。※髪（ここ）は越前国五箇村内田氏の手元を意ce’eる。

　
次
に
、
塩
屋
・
丸
屋
と
の
関
係
が
絶
た
れ
た
後
、
引
き
続

く
よ
う
に
宝
暦
一
〇
年
に
は
内
田
氏
は
た
ば
こ
屋
清
兵
衛
と

福
井
に
お
け
る
中
心
的
な
取
引
き
を
開
始
し
た
。
　
『
毎
春
勘

定
覚
』
に
見
出
せ
る
た
ば
こ
屋
清
兵
衛
関
係
の
事
項
を
抜
き

出
し
た
の
が
表
③
で
あ
る
。
木
綿
・
種
・
蝋
・
冬
買
木
布
・

晒
地
・
塩
な
ど
の
商
品
を
、
内
田
氏
が
た
ば
こ
屋
清
兵
衛
本

人
や
た
ば
こ
屋
を
介
し
て
購
入
し
、
こ
れ
ら
商
品
を
た
ば
こ

屋
に
置
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
『
万
覚
書
』
に
記
き
れ

た
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
三
月
改
の
「
た
ば
こ
屋
清
兵
衛

方
二
而
大
坂
行
布
作
懸
物
覚
」
に
よ
れ
ば
、
布
一
三
二
反
入
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壇
屋
・
丸
屋
が
こ
の
宝
暦
期
に
時
を
同
じ
く
し
て
身
代
不

如
意
に
陥
っ
た
原
因
が
何
か
、
興
味
深
い
が
詳
び
ら
か
に
は

な
し
得
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
時
期
を

最
後
に
し
て
塩
屋
・
丸
屋
の
福
井
に
お
け
る
内
田
氏
の
布
買

付
問
屋
の
機
能
は
終
わ
っ
た
。

入
、
鹿
末
之
取
扱
無
之
様
一
こ
は
げ
む
、
と
一
札
書
き
入
れ

て
い
る
。
し
か
し
丸
屋
の
身
代
は
間
も
な
く
潰
れ
た
模
様
で

あ
る
。



近世中期における商業経営の変質（高埜）

　　　　　　　　　　表（4）津田与次右衛門関係略年表

元禄5年

宝永5〃

〃　7〃

〃　8〃

享保8〃

〃　10〃

〃　11〃

〃　12〃

〃　13〃

〃　140

〃　15〃

〃　16〃

〃　17〃

〃　18〃

元文2〃

〃　4〃

寛保4〃

延享5〃

寛延4〃

金　　15両

〃　　320〃

〃　　40〃

　家2軒代
銀11，100匁

〃　　880〃

〃　1，　087　e

〃　4，　790〃

〃　4，740〃

〃　　600〃

〃　　600〃

〃　4，200〃

〃　4，　800　！i

〃14，301〃

〃　1，　298〃

〃　2，　381　ii

〃　　129〃

〃　1，　844　ii

〃　1，076〃

〃　　408〃

繰綿貸与次右衛門

府中与次右衛門

府中与次右衛門へかし

府申与次右衛門

麦，府中に有布

府中二晒地有

府申二晒地残り布，手前作り残り

府中冬買布代渡し有

布，津田方冬買布代渡し置

府中へ布代渡し有

津田二布代渡し有

福い府申平木かい代

福い府中冬買布代嶋布共二

福い府中冬買布代

府中平木330反代有

晒地嶋330反，生嶋57反代　津田ニテ

亥年津田ニテかい申候糸代，糸目527匁

津田二晒嶋有，但丑冬買ノ内卯年江戸へ遣候残370反
代，尤かい元二晒ちん損と立て

午3月買晒地200反　津田二有

午冬買染地100反　津田二有

『内証覚帳』・『毎春勘定覚』より作成。

　
b
　
府
　
中

　
府
中
（
現
在
の
武
生
市
）
の
商
人
で
は
、
宿
明

町
に
存
し
た
津
田
与
次
右
衛
門
と
、
内
田
氏
は
元

禄
～
宝
暦
の
期
間
、
密
接
な
関
係
を
持
っ
た
。
表

ω
を
通
し
て
判
る
こ
と
は
、
津
田
氏
は
享
保
一
〇

い　か
る　ら

゜布
　　を
　　五
　　箇
　　村
　　の
　　内
　　田
　　氏
　　に
　　運
　　ば
　　せ
　　る
　　か
　　し
　　て

一
固
を
二
固
一
駄
と
し
て
、
一
駄
に
懸
る
費
用
合

計
七
四
匁
三
分
七
厘
（
商
品
代
金
そ
の
も
の
は
含

ま
れ
ず
作
人
足
代
・
縄
・
菰
代
な
ど
）
の
う
ち
四

五
匁
は
「
福
井
6
伏
見
迄
駄
ち
ん
」
と
記
さ
れ
、

福
井
の
た
ば
こ
屋
清
兵
衛
方
で
荷
造
り
後
、
大
坂

迄
荷
送
り
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
特
に
安
永
四

（一

ｵ
七
五
）
年
以
降
、
内
田
氏
は
「
た
清
方
二

て
晒
地
買
候
分
　
た
清
預
ケ
」
の
如
く
、
た
ば
こ

屋
か
ら
布
を
購
入
し
て
そ
の
ま
ま
預
け
て
お
く

か
、
　
「
た
清
6
来
候
」
如
く
、
福
井
の
た
ば
こ
屋

一101一



近世申期における商業経営の変質（高埜）

（一

ｵ
二
五
）
年
か
ら
寛
延
四
（
一
七
五
一
）
年
ま
で
の
二
七
年
間
は
、
内
田
氏
の
布
集
荷
の
た
め
の
、
府
中
に
お
け
る
買
付
問
屋
で

あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
特
に
「
津
田
に
布
代
渡
し
有
」
と
い
う
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
自
己
資
金
で
津
田
氏
が
既
に
集
荷
し
て

い
た
布
を
、
内
田
氏
が
津
田
氏
か
ら
購
入
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
は
じ
め
か
ら
内
田
氏
の
資
金
で
津
田
氏
が
布
集
荷
に
あ
た
っ
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
「
冬
買
ノ
内
卯
年
江
戸
へ
遣
候
残
三
七
〇
反
代
」
　
（
延
享
五
年
）
と
あ
る
よ
う
に
、
内
田
氏
の
資

金
で
購
入
し
た
布
は
、
津
田
氏
の
も
と
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
江
戸
へ
送
荷
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
で
は
、
な
ぜ
津
田
氏
は
独
自
の
資
本
で
布
購
入
を
な
し
得
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た
、
内
田
氏
は
な
に
ゆ
え
津
田
氏
を
介
さ
ず
に
独
自

に
直
接
、
布
を
集
荷
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
津
田
氏
は
既
に
元
禄
十
六
（
一
七
〇
三
）
年
に
は
、
内
田
氏
か
ら
銀
一
貫
二
〇
〇

匁
を
借
り
受
け
、
　
「
右
者
我
等
為
御
合
力
御
貸
被
下
恭
髄
二
借
用
申
商
物
仕
込
仕
候
処
実
正
也
」
と
証
文
を
残
し
て
お
り
、
こ
の
段
階

で
商
物
仕
込
の
資
金
援
助
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
き
ら
に
津
田
氏
は
そ
れ
か
ら
二
年
後
の
宝
永
二
年
に
、
内
田
氏
か
ら
大
き
く
累

積
し
た
借
金
を
年
賦
で
返
済
し
た
い
と
、
次
の
証
文
を
書
き
入
れ
て
い
る
。

　
　
　
年
賦
銀
証
文
之
事

　
　
銀
合
五
貫
七
百
五
拾
匁
也

　
右
者
私
分
限
二
不
応
商
物
買
置
大
分
損
銀
仕
、
可
致
様
無
御
座
候
二
付
、
貴
殿
6
御
預
ケ
被
置
候
糸
質
井
御
買
置
之
布
引
明
、
私
商

　
損
領
之
方
へ
入
込
二
仕
、
我
儘
成
仕
方
申
分
も
無
御
座
、
就
夫
、
御
公
儀
様
江
可
被
仰
上
旨
御
尤
至
極
二
奉
存
候
、
然
共
只
今
左
様

　
二
被
仰
上
候
ヘ
ハ
、
私
義
如
何
様
之
難
儀
成
可
申
も
不
存
、
迷
惑
至
極
二
奉
存
二
付
、
年
符
相
願
一
門
中
共
二
御
詫
言
申
上
候
庭
、

　
親
与
次
右
衛
門
全
相
勤
申
筋
目
を
以
御
不
便
被
加
、
早
速
御
承
引
被
成
被
下
候
段
、
恭
奉
存
候
、
左
候
ヘ
ハ
壱
ケ
年
二
銀
子
弐
百
参

　
拾
匁
宛
、
当
年
6
来
酉
ノ
年
迄
弐
拾
五
年
ノ
間
、
毎
年
十
一
月
中
二
相
立
可
申
候
、
　
（
後
略
）

　
　
宝
永
弐
年
酉
四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
人
宿
明
町
　
津
田
与
次
右
衛
門
⑳
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近世中期における商業経営の変質（高埜）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
同
　
　
　
与
兵
衛
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
請
人
六
名
略
）

内
田
氏
が
津
田
氏
か
ら
購
入
し
て
預
け
て
お
い
た
布
や
糸
を
、
津
田
氏
の
独
自
の
商
い
の
失
敗
の
穴
埋
め
に
流
用
し
た
こ
と
を
右
の
史

料
は
示
し
て
い
る
。
こ
の
犯
罪
行
為
を
詫
び
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
借
金
を
二
十
五
ケ
年
賦
で
返
済
す
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。
こ
の

際
、
津
田
氏
は
府
中
本
町
の
家
屋
敷
と
宿
明
町
の
居
屋
敷
・
土
蔵
を
担
保
と
し
て
、
別
紙
証
文
二
通
を
内
田
氏
に
差
し
出
し
て
い
る
。

　
内
田
氏
と
津
田
氏
と
の
関
係
に
お
い
て
、
元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
に
「
金
十
五
両
計
繰
綿
貸
与
次
右
衛
門
」
の
如
く
、
既
に

行
な
わ
れ
て
い
た
取
引
は
、
宝
永
二
年
の
年
賦
証
文
ま
で
は
、
津
田
氏
が
独
自
の
資
本
で
買
置
い
て
い
た
布
を
内
田
氏
が
購
入
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
が
、
宝
永
二
年
の
借
金
を
さ
か
い
に
し
て
変
化
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
享
保
十
二
（
一
七
二
七
）
年
か
ら
は
「
府

中
　
冬
買
布
代
渡
し
有
」
の
よ
う
に
、
内
田
氏
が
自
己
の
布
購
入
の
意
図
の
も
と
に
資
金
を
津
田
氏
に
前
渡
し
し
て
購
入
さ
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
判
る
。
こ
の
宝
永
二
年
の
借
財
が
津
田
氏
の
経
営
を
内
田
氏
の
前
貸
し
を
受
け
る
布
買
付
商
人
へ
と
変
質
さ
せ
た
大

き
な
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
ま
い
。

　
で
は
、
内
田
氏
は
な
に
ゆ
え
津
田
氏
を
介
し
て
布
購
入
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
享
保
十
七
年
九
月
二
七
日
付
で
、
津

田
与
次
右
衛
門
・
与
兵
衛
の
父
子
は
岩
本
村
吉
左
衛
門
・
栗
田
部
村
次
左
衛
門
に
宛
て
て
、
さ
ら
に
銀
六
〇
〇
匁
の
借
銀
証
文
を
差
出

し
て
い
る
。
こ
の
借
銀
は
津
田
与
次
右
衛
門
の
甥
が
他
商
人
の
下
で
引
負
を
し
た
の
に
対
し
て
弁
銀
を
命
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
津
田
氏
自
身
も
既
に
負
債
を
持
つ
身
で
あ
る
か
ら
「
私
、
共
二
相
潰
レ
申
事
二
罷
成
、
左
候
ヘ
ハ
と
い
屋
職
も
相
勤
リ
不
申
」

と
、
甥
と
も
ど
も
潰
れ
て
問
屋
職
が
勤
ま
ら
な
く
な
る
。
こ
れ
で
は
こ
ま
る
の
で
、
甥
の
負
債
分
を
内
田
氏
等
か
ら
新
た
に
重
ね
て
借
銀

さ
せ
て
も
ら
い
、
そ
う
す
れ
ば
「
当
分
問
屋
職
も
不
相
替
相
勤
」
る
こ
と
が
出
来
る
、
と
願
入
っ
て
い
る
。
津
田
氏
は
問
屋
職
を
勤
め

て
い
た
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
を
も
た
な
い
内
田
氏
は
、
津
田
氏
を
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
布
集
荷
が
出
来
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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近世中期における商業経営の変質（高埜）

　
そ
の
後
、
津
田
氏
は
宝
暦
元
（
一
七
五
一
）
年
十
一
月
付
で
銀
＝
一
〇
匁
の
十
ケ
年
賦
証
文
を
内
田
氏
に
差
出
し
て
い
る
の
を
最
後

に
、
史
料
上
か
ら
は
、
内
田
氏
と
の
関
係
を
絶
っ
た
様
子
で
あ
る
。

　
c
　
三
　
国

　
三
国
で
は
、
松
ケ
下
町
の
蝋
燭
屋
理
右
衛
門
と
の
関
係
が
密
で
あ
っ
た
。
内
田
氏
と
蝋
燭
屋
と
の
関
係
を
端
的
に
示
す
史
料
を
二

点
、
ま
ず
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
預
り
支
配
申
金
子
之
事

　
　
合
金
弐
百
両
ハ
　
但
小
判
也

　
右
ハ
髄
二
預
り
質
物
請
払
支
配
仕
候
所
実
正
也
、
尤
別
紙
時
々
二
蔵
預
状
何
通
も
遣
候
へ
共
過
不
足
御
座
候
間
、
紛
無
之
様
二
金
高

　
都
合
如
此
壱
紙
二
認
め
相
渡
申
候
、
就
夫
支
配
賃
と
し
て
壱
ケ
月
金
拾
両
二
付
銀
五
分
ツ
㌧
可
申
請
筈
、
利
足
之
義
ハ
先
方
6
取
申

　
通
二
急
度
算
用
可
申
候
、
若
遅
滞
御
座
候
ハ
・
如
何
様
二
も
可
被
仰
付
候
、
其
時
少
も
異
議
申
間
敷
候
、
為
後
日
質
物
金
預
リ
支
配

　
申
謹
文
、
傍
而
如
件
、

　
　
元
禄
十
四
年
巳
ノ
霜
月
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
国
蝋
燭
屋
理
右
衛
門
㊥

　
右
之
内
百
両
ハ
午
三
月
二
請
取
申
候

（
懸
紙
）
　
「
利
月
二
一
二
拾
三
匁
ツ
、
申
ノ
五
月
六
日
本
銀
壱
貫
九
百
八
拾
匁
」

　
　
　
預
り
申
塩
之
事

一
初
塩
九
百
五
拾
表
　
　
但
六
貫
匁
堪
也
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近世申期における商業経営の変質（高埜）

　
一
同
三
百
弐
拾
五
表
但
三
貫
匁
塩
也

　
　
〆
千
弐
百
七
拾
五
表

　
右
者
鍋
屋
徳
丘
ハ
衛
と
申
者
之
塩
、
其
方
へ
質
物
二
御
取
被
成
候
を
、
我
等
蔵
二
入
置
樋
二
預
り
申
所
実
正
二
御
座
候
、
何
時
成
共
其

　
方
御
用
次
第
二
急
度
相
渡
し
可
申
候
、
為
後
日
之
塩
蔵
預
り
手
形
、
価
而
如
件
、

　
　
元
禄
十
七
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
国
ら
う
そ
く
や

　
　
　
　
　
申
ノ
五
月
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
右
衛
門
⑳

　
　
内
田
吉
左
衛
門
様

蟷
燭
屋
理
右
衛
門
は
、
右
の
後
の
史
料
「
預
り
申
塩
之
事
」
の
如
く
、
鍋
屋
徳
兵
衛
が
内
田
氏
か
ら
塩
を
質
物
と
し
て
銀
一
貫
九
八
〇

匁
を
借
り
受
け
た
あ
と
、
そ
の
質
物
で
あ
る
塩
（
一
、
二
七
五
俵
）
を
蝋
燭
屋
の
蔵
に
預
り
、
鍋
屋
か
ら
利
子
（
月
三
三
匁
1
1
利
月
約

一
分
七
厘
）
を
内
田
氏
に
代
わ
っ
て
取
り
立
て
る
こ
と
を
業
務
と
し
て
い
た
。
蟷
燭
屋
は
、
こ
の
よ
う
な
蔵
預
り
証
文
を
何
通
も
内
田

氏
に
宛
て
て
遣
わ
し
て
い
る
が
、
過
不
足
も
あ
る
の
で
、
す
べ
て
の
合
計
を
一
紙
と
し
て
あ
ら
た
め
て
証
文
を
差
し
出
し
た
も
の
が
、

前
の
史
料
「
預
り
支
配
申
金
子
之
事
」
で
あ
る
。
前
の
史
料
の
如
く
、
　
「
預
り
質
物
請
払
支
配
仕
」
る
業
務
に
よ
っ
て
、
蝋
燭
屋
は
内

田
氏
か
ら
「
支
配
賃
と
し
て
壱
ケ
月
金
拾
両
二
付
銀
五
分
ツ
㌧
」
、
す
な
わ
ち
こ
の
場
合
な
ら
ば
支
配
金
が
二
〇
〇
両
で
あ
る
か
ら
、
月

に
銀
一
〇
匁
つ
つ
受
取
る
契
約
で
あ
っ
た
。
こ
の
支
配
賃
は
、
質
物
を
保
管
す
る
蔵
敷
料
と
利
子
取
立
て
の
業
務
に
も
と
つ
く
も
の
と

言
え
る
。

　
内
田
氏
は
元
禄
十
四
（
一
七
〇
一
）
年
頃
か
ら
三
国
に
お
い
て
、
蝋
燭
屋
を
通
し
て
右
に
述
べ
た
方
式
で
金
融
を
中
心
に
し
た
活
動

を
行
な
っ
た
。
も
っ
と
も
そ
れ
は
金
融
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
質
物
に
と
っ
た
商
品
や
、
三
国
で
購
入
し
た
商
品
を
、
販
売
の
時
宜

に
か
な
っ
た
時
に
「
何
時
成
共
」
売
捌
く
商
業
活
動
も
行
な
っ
て
い
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
蝋
燭
屋
の
性
格
は
、
福
井
の
木
屋
吉
右
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表（5）　蝦燭屋理右衛門関係略年表

有
国
国
国
国
国
国
国
国
豆
綿
三

三
三
三
三
三
三
ゴ
一
三
大
繰
塩

米

利右衛門いろいろ有

三国二

福井三国二

国二

　〃16〃

　〃

宝永2〃

　〃　3〃

　〃　4〃

　〃

　〃

享保15〃

　〃17〃

元禄15鱗金
　　　　　　1

　　17“1

　　　　　　←

　　　　〃

　　　　z

　　　に

7“1〃

8列
　　　l
　　　l

　　　1“

100両

160〃

160〃

160〃

30〃

30〃

113〃

銀　369〃

〃4，647〃

　　　700〃

『内証覚帳』・『毎春勘定覚」から作成。

衛
門
の
支
配
金
方
式
（
元
禄
十
二
年
か
ら
宝
永
四
年
の
間
）
と
同
様
、
内
田
氏
か
ら

支
配
金
を
委
託
さ
れ
、
金
融
・
商
業
を
行
な
い
、
そ
の
業
務
に
見
合
っ
た
代
償
と
し

て
の
支
配
賃
を
受
け
取
る
、
と
い
う
内
田
氏
の
出
店
的
性
格
を
強
く
持
っ
て
い
た
も

の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
こ
の
支
配
金
方
式
が
い
つ
ま
で
続
い
た
か
は
不
明
だ
が
、
表
㈲
の
ご
と
く
、
享
保

十
七
（
一
七
三
二
）
年
に
三
国
に
繰
綿
・
塩
が
置
か
れ
て
い
る
の
を
最
後
に
、
こ
の

頃
、
取
引
関
係
そ
の
も
の
が
絶
た
れ
た
模
様
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
支
配
金
方
式
は

あ
る
い
は
宝
永
年
間
ま
で
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
素
材

に
恵
ま
れ
な
い
。
蝋
燭
屋
は
、
享
保
二
十
年
三
月
、
三
国
の
大
火
で
類
焼
し
、
こ
の

際
銀
三
〇
〇
匁
の
借
金
（
年
賦
返
済
）
を
内
田
氏
か
ら
受
け
て
い
る
が
、
こ
れ
を
最

後
に
三
国
蝋
燭
屋
理
右
衛
門
の
名
前
は
、
内
田
氏
の
史
料
に
現
わ
れ
な
く
な
る
。

　
そ
の
他
の
三
国
商
人
と
は
、
そ
の
後
、
ご
く
ま
れ
に
（
延
享
五
年
・
寛
延
二
年
の

二
回
）
取
引
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
『
毎
春
勘
定
覚
』
に
見
出
し
得
る
の
み
で
あ
る
。
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d
粟
田
部

内
田
氏
の
居
住
す
る
五
箇
村
に
最
も
近
接
し
た
粟
田
部
に
は
定
期
市
が
立
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
粟
田
部
に
は
、
内

田
氏
と
婚
姻
関
係
を
持
つ
木
津
作
左
衛
門
と
灰
谷
徳
右
衛
門
と
が
存
在
し
、
内
田
氏
と
商
品
取
引
や
当
座
帳
を
通
じ
て
金
の
貸
借
も
ご

く
親
し
い
関
係
で
取
り
行
な
わ
れ
て
い
た
。
灰
谷
氏
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
木
津
氏
に
つ
い
て
は
『
毎
春
勘
定
覚
』
の
処
々
に
散
見



近世中期における商業経営の変質（高埜）

し
得
る
。
木
津
氏
は
、
福
井
・
府
中
・
三
国
の
商
人
の
場
合
と
異
な
り
、
内
田
氏
か
ら
の
資
金
繰
り
を
受
け
る
と
い
う
よ
う
な
商
人
で

は
な
く
、
い
わ
ば
内
田
氏
に
匹
敵
す
る
商
人
と
し
て
布
商
い
を
行
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
ま
た
、
内
田
氏
が
木
津
氏
よ
り
絹
糸
や
蝋
を

購
入
し
て
い
る
例
も
見
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
れ
迄
、
藩
領
域
の
主
だ
っ
た
町
々
で
あ
る
福
井
・
府
中
・
三
国
・
粟
田
部
の
内
田
氏
と
関
係
を
も
っ
て
い
た
商
人
た
ち

の
性
格
を
検
討
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
は
主
に
布
の
集
荷
と
、
他
国
産
品
を
中
心
に
し
た
種
々
の
商
品
の
自
国
内
販
売
を
通
じ
て
の
内

田
氏
と
の
関
係
で
あ
っ
た
と
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
集
荷
し
た
布
を
、
内
田
氏
は
晒
し
に
出
し
て
い
た
の
だ
が
、
次
に
、

付
随
し
て
内
田
氏
の
布
晒
し
に
関
す
る
内
容
と
、
さ
ら
に
、
布
以
外
の
自
国
特
産
品
で
あ
る
蟷
の
集
荷
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
簡
単
に
触

れ
て
お
き
た
い
。

　
　
　
請
取
相
定
申
晒
布
連
判
証
文
之
事

　
一
晒
布
面
々
請
取
申
処
実
正
御
座
候
、
然
上
者
随
分
吟
味
上
晒
仕
、
出
来
次
第
御
差
図
方
迄
相
渡
可
申
候
、
若
晒
気
入
不
申
候
ハ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
紛
）

　
幾
度
二
而
も
御
返
シ
可
被
成
候
、
急
度
上
晒
二
仕
相
渡
可
申
候
、
万
一
水
損
火
難
盗
難
ハ
不
及
申
、
連
判
之
内
分
失
仕
候
ハ
・
布
代

　
銀
を
以
相
済
可
申
候
、
自
然
本
人
相
滞
候
ハ
・
連
判
中
6
相
弁
、
少
も
御
損
懸
申
間
敷
、
第
一
布
晒
申
儀
ハ
御
納
所
方
江
助
力
二
罷

　
成
候
二
付
、
庄
屋
長
百
姓
致
連
判
、
姐
此
証
文
相
渡
申
上
ハ
毛
頭
違
変
無
御
座
候
、
然
者
当
年
6
何
年
二
而
も
晒
布
請
取
申
間
ハ
此

　
証
文
御
用
可
被
成
候
、
為
後
日
例
而
連
判
証
文
、
如
件
、

　
　
　
享
保
十
四
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
木
村
庄
屋
　
利
兵
衛
㊥

　
　
　
　
　
　
酉
ノ
三
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
百
性
　
利
右
衛
門
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
　
助
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
二
二
名
連
印
略
）
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岩
本
村
　
　
矢
部
小
左
衛
門
殿

　
　
同
所
　
　
　
内
田
吉
左
衛
門
殿

　
　
粟
田
部
村
　
木
津
作
左
衛
門
殿

　
　
同
所
　
　
　
灰
谷
徳
右
衛
門
殿

右
と
同
文
言
・
同
B
付
で
、
他
に
稲
津
村
庄
屋
長
百
姓
四
二
名
連
印
・
上
稲
津
村
七
名
連
印
・
松
成
村
一
六
名
連
印
の
証
文
一
通
と
、

栂
野
村
庄
屋
長
百
姓
三
七
名
連
印
の
証
文
一
通
と
が
差
出
さ
れ
て
お
り
、
合
わ
せ
て
三
通
が
上
包
に
入
れ
ら
て
い
る
。
上
包
表
書
に
は

「
享
保
十
四
年
頃
い
つ
迄
も
用
候
筈
ノ
文
言
書
入
有
　
稲
津
栂
野
荒
木
三
ケ
村
晒
布
請
合
庄
屋
長
百
生
惣
晒
屋
連
判
証
文
三
通
有
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

　
右
の
史
料
の
宛
名
書
き
か
ら
も
、
本
津
氏
・
灰
谷
氏
は
矢
部
氏
と
と
も
に
、
内
田
氏
と
並
び
立
つ
商
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
、
右
の
史
料
は
三
ケ
村
（
現
在
福
井
市
域
で
足
羽
川
沿
岸
）
の
晒
屋
と
村
役
人
が
連
印
で
、
四
商
人
か
ら
請
負
っ
た
布
を
晒
す
際

の
証
文
で
あ
る
。
請
負
の
条
件
は
、
四
商
人
か
ら
預
っ
た
布
を
失
っ
た
場
合
に
は
布
代
銀
を
個
人
で
弁
償
す
る
、
個
人
で
負
え
な
い
場

合
に
は
連
印
の
者
ど
も
や
、
さ
ら
に
は
村
と
し
て
弁
済
す
る
、
と
い
う
も
の
で
晒
賃
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
今
後
布
晒
し
請
負
の
節
は
、
こ
の
条
件
で
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
約
き
れ
て
い
る
。

　
こ
の
後
、
時
代
は
下
る
が
天
保
四
（
一
八
三
三
）
隼
に
ほ
と
ん
ど
同
内
容
の
契
約
で
、
西
左
衛
門
・
孫
助
・
七
郎
兵
衛
（
何
村
か
は

不
明
）
よ
り
内
田
吉
左
衛
門
宛
て
に
「
請
合
相
定
預
り
申
晒
布
証
文
之
事
」
が
差
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
　
「
其
御
村
太
良

兵
衛
殿
以
取
次
晒
布
預
り
申
候
」
と
な
っ
て
お
り
、
内
田
氏
と
晒
職
人
と
の
間
に
取
次
が
介
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
さ
ら
に
天
保
十
二
年
に
は
、
村
国
村
（
現
在
武
生
市
域
で
日
野
川
東
岸
）
源
右
衛
門
と
い
う
晒
職
人
は
「
私
儀
先
前
6
晒
布
職
井
小

商
内
仕
来
候
」
と
こ
ろ
、
晒
布
は
五
ケ
村
・
粟
田
部
・
府
中
等
よ
り
年
来
晒
方
引
受
て
き
た
。
と
く
に
岩
本
村
内
田
善
四
郎
か
ら
は
多
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近世申期における商業経営の変質（高埜）

分
の
事
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
去
ル
、
天
保
九
年
、
内
田
氏
よ
り
晒
方
二
預
っ
て
い
た
布
弐
百
七
拾
反
余
を
、
府
中
表
の
質
屋
共
方

へ
預
け
て
銀
子
借
受
け
、
拠
な
い
要
用
に
用
い
た
あ
と
程
な
く
受
戻
す
積
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
商
内
方
で
不
時
之
損
失
仕
り
、
其

上
、
近
来
之
年
柄
極
難
渋
之
事
共
追
重
り
、
質
流
れ
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
弁
済
に
つ
い
て
は
、
　
「
以
前
之
通
り
同
人
方
6
布
遣
し
呉

候
ハ
、
右
布
代
方
へ
晒
賃
六
歩
指
入
候
而
急
度
皆
済
可
仕
候
、
猶
又
残
り
四
歩
二
而
何
様
こ
も
露
命
相
繋
忍
耐
仕
度
奉
願
上
候
」
と
、

二
七
〇
反
余
の
布
代
の
弁
償
は
、
今
後
の
晒
賃
で
返
済
し
た
い
と
嘆
願
し
て
い
る
。

　
』
口
子
保
期
と
天
保
期
と
に
布
晒
を
内
田
氏
が
さ
せ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
で
は
、
そ
の
両
期
間
内
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
行
な

わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
『
毎
春
勘
定
覚
』
の
検
討
か
ら
、
　
「
愛
二
有
晒
地
」
と
同
内
容
の
記
載
を
抽
出
す
る
と
、
享
保
一
一
・

二
〇
年
、
延
山
口
子
四
．
五
年
、
寛
延
四
年
、
明
和
七
・
九
年
、
安
永
五
・
八
年
、
天
明
二
・
八
年
に
見
出
き
れ
、
例
え
ば
「
震
二
手
晒
」

．
「
愛
二
作
置
手
白
」
な
ど
と
記
さ
れ
お
り
、
震
、
す
な
わ
ち
内
田
氏
の
蔵
に
手
晒
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
は
、

「
買
白
」
　
（
1
1
晒
し
た
布
を
購
入
し
た
も
の
）
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
史
料
の
制
約
か
ら
天
明
八
年
か
ら
天
保
四
年
ま
で
約
五
〇
年

間
の
へ
だ
た
り
が
あ
る
が
、
恐
ら
く
、
享
保
期
か
ら
天
保
期
の
間
に
お
い
て
、
毎
年
々
々
恒
常
的
に
布
晒
し
を
行
な
わ
せ
て
い
た
と
い

う
よ
り
も
、
手
間
賃
と
の
か
ね
あ
い
で
晒
さ
せ
る
こ
と
が
有
利
な
年
に
、
行
な
わ
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

　
次
に
蝋
で
あ
る
が
、
蝋
は
会
津
．
肥
前
な
ど
の
他
国
産
品
に
つ
い
て
は
江
戸
・
大
坂
な
ど
で
購
入
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述

す
る
。
自
国
産
蝋
は
、
府
中
．
福
井
の
蝋
問
屋
商
人
を
通
し
て
購
入
す
る
方
法
と
、
内
田
氏
が
直
接
、
生
産
地
か
ら
購
入
す
る
方
法
と

が
存
在
し
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
木
屋
・
丸
屋
・
塩
屋
・
津
田
に
蝋
を
預
け
置
か
せ
た
り
『
毎
春
勘
定
覚
』
に
、
福
井
・

府
中
に
蟻
を
買
い
置
い
て
い
る
年
の
多
く
あ
る
こ
と
や
、
寛
保
元
（
一
七
四
一
）
年
、
府
中
・
福
井
の
蝋
問
屋
商
人
名
と
商
品
印
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

知
ら
せ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
後
者
に
つ
い
て
、
す
な
わ
ち
内
田
氏
が
蝋
生
産
地
か
ら
直
接
集
荷
す
る
例
を
次
に
示
そ
う
。
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近世中期における商業経営の変質（高埜）

　
　
　
預
り
申
蟷
之
事

　
蝋
合
七
拾
五
貫
目
ハ
　
但
上
々
打
貫
蝋
也

右
者
其
方
御
買
置
蝋
、
我
々
蔵
二
入
髄
預
申
処
実
所
也
、
何
時
成
共
御
差
図
次
第
急
度
相
渡
可
申
候
、
為
後
日
蝋
預
状
相
渡
申
所
、

如
件
、

　
　
宝
永
三
年
戌
十
二
月
二
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
室
村
　
勘
左
衛
門
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
　
　
　
勘
兵
衛
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
　
　
仁
兵
衛
㊥

　
右
之
方
二
銀
子
壱
貫
七
百
匁
髄
請
取
申
候
、
来
亥
五
月
切
二
月
壱
歩
三
宛
加
利
足
元
利
共
二
急
度
返
済
可
申
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勘
左
衛
門
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勘
兵
衛
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
兵
衛
㊥

右
の
史
料
は
、
内
田
氏
が
銀
一
貫
七
〇
〇
匁
を
貸
し
付
け
、
そ
の
担
保
と
し
て
蠣
七
五
貫
目
を
押
え
た
と
も
理
解
で
き
な
く
は
な
い

が
、
商
品
を
「
何
時
成
共
」
渡
す
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
実
質
的
に
は
蟷
を
購
入
し
て
蔵
預
り
に
し
て
い
た
、
と
内
田
氏
の
意
図

を
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
そ
の
後
、
　
「
何
時
成
共
」
渡
さ
れ
る
筈
の
蝋
は
、
一
向
に
内
田
氏
に
渡
さ
れ
ず
、
つ
い
に
訴
訟

に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
右
の
史
料
の
二
年
前
の
宝
永
元
（
一
七
〇
四
）
年
、
文
室
村
勘
左
衛
門
ら
三
名
か
ら
内
田
氏
に
差
出
さ

れ
た
証
文
の
反
古
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
証
文
は
「
預
り
申
漆
実
之
吏
」
の
表
題
で
漆
実
合
二
一
〇
貫
目
を
銀
三
貫
五
〇
〇
匁
で
勘

左
衛
門
ら
が
売
り
、
こ
れ
を
蔵
に
預
り
置
く
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
山
間
部
の
文
室
村
の
三
名
は
、
漆
実
（
蟷
原
料
）
．
蝋
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

実
質
的
に
は
内
田
氏
に
販
売
し
、
商
品
を
蔵
預
り
し
て
い
た
と
い
う
関
係
に
あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
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近世中期における商業経営の変質（高埜）

　
卜
　
　
舌

　
’
　
　
　
↓
す

　
こ
れ
ま
で
の
検
討
に
も
と
づ
き
、
以
下
の
諸
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
①
元
禄
～
宝
永
期
、
福
井
の
木
屋
吉
右
衛
門
と
三
国
の
蝋
燭
屋
理
右
衛
門
は
、
内
田
氏
よ
り
「
支
配
金
」
を
預
っ
て
い
た
。
　
「
支
配

金
」
と
は
、
金
融
と
商
業
と
に
関
し
て
内
田
氏
に
代
わ
っ
て
福
井
・
三
国
で
質
物
管
理
・
利
子
の
取
り
立
て
や
、
託
さ
れ
た
仕
入
金
で

商
品
購
入
に
あ
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
支
配
金
」
は
託
さ
れ
た
商
人
の
個
人
の
裁
量
で
運
用
さ
れ
、
木
屋
の
場
合
に
は
我
儘
に

過
半
引
負
い
を
し
て
い
る
。
蝋
燭
屋
は
「
支
配
金
」
を
委
任
き
れ
、
金
融
・
商
業
の
業
務
の
代
償
と
し
て
内
田
氏
か
ら
支
配
賃
（
預
り

支
配
金
の
一
定
率
）
を
受
け
取
っ
て
い
た
。
こ
の
両
者
は
、
内
田
氏
の
出
店
と
は
言
え
な
い
（
木
屋
の
場
合
、
他
か
ら
も
借
金
を
し
て

い
る
な
ど
）
ま
で
も
、
か
な
り
そ
れ
に
近
い
代
理
人
的
状
態
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
宝
永
期
で
「
支
配
金
」
方
式
が
終
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
単
に
木
屋
ら
の
裁
量
に
ま

か
せ
、
引
負
い
を
受
け
る
こ
と
の
危
険
性
か
ら
ば
か
り
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
元
禄
期
以
前
の
史
料
が
乏
し
い
の
で
精
確
さ
を
欠
く

が
、
実
は
、
こ
の
期
間
ま
で
は
そ
う
し
た
方
式
が
市
場
構
造
に
適
応
し
、
有
利
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
取
ら
れ
た
方
式
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
福
井
．
三
国
は
五
箇
村
内
田
氏
か
ら
見
れ
ば
府
中
・
粟
田
部
よ
り
も
地
理
的
に
隔
た
り
、
か
つ
商
品
流
通
も
多
様
で
あ
っ
た

と
見
ら
れ
、
そ
の
地
で
の
金
融
活
動
は
、
そ
の
地
の
人
間
に
託
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
重
要
な
点
は
、
当
時
の

商
品
流
通
が
固
定
し
た
生
産
地
か
ら
固
定
し
た
市
場
に
恒
常
的
に
送
ら
れ
る
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、
時
宜
に
応
じ
て
安
価
な
商
品
を

購
入
し
、
そ
の
商
品
を
よ
り
高
い
価
格
の
市
場
な
い
し
時
季
に
、
臨
機
に
販
売
す
る
こ
と
で
売
買
差
益
を
生
み
商
業
利
潤
を
得
る
こ
と

を
重
視
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
商
い
の
た
め
に
は
、
商
品
の
多
様
に
流
通
し
、
相
場
の
変
動
す
る

地
、
す
な
わ
ち
越
前
国
で
は
三
国
・
福
井
・
敦
賀
の
よ
う
な
地
域
に
居
る
こ
と
が
必
要
条
件
と
な
る
。
五
箇
村
の
内
田
氏
が
、
宝
永
期

ま
で
越
前
国
に
お
い
て
福
井
・
三
国
に
木
屋
・
蝋
燭
屋
と
い
う
右
の
性
格
の
商
人
と
か
か
る
関
係
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
は
、
換
言
す
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近世中期にわける商業経営の変質（高埜）

れ
ば
、
宝
永
期
を
最
後
に
し
て
、
そ
の
よ
う
な
商
い
の
方
法
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

②
享
保
～
宝
暦
期
、
宝
永
期
ま
で
の
「
支
配
金
」
方
式
を
止
め
て
、
内
田
氏
は
、
布
購
入
に
あ
た
っ
て
山
口
子
保
期
以
降
、
福
井
の
木
屋
吉

右
衛
門
、
府
中
の
津
田
与
次
右
衛
門
に
、
そ
の
冬
に
購
入
す
べ
き
布
代
を
前
渡
し
を
し
て
購
入
さ
せ
始
め
る
。
木
屋
は
勿
論
、
津
田
氏

も
と
も
に
自
己
資
金
で
布
を
購
入
し
た
上
で
内
田
氏
に
販
売
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
内
田
氏
か
ら
資
金
を
渡
さ
れ
、
内
田
氏
の
指

示
に
基
い
て
購
入
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
買
付
商
人
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
享
保
十
四
年
を
最
後
に
、
木
屋
と
内
田
氏
と
の
関
係
が
絶
た
れ
た
後
、
塩
屋
善
兵
衛
．
丸
屋
次
良
兵
衛
が
津
田
氏
と
と
も
に
、
そ
の

後
、
宝
暦
年
間
ま
で
布
の
買
付
を
行
な
う
。
こ
れ
ら
の
布
の
買
付
商
人
は
、
本
来
は
布
問
屋
で
あ
っ
た
も
の
の
、
身
代
潰
れ
る
と
こ
ろ

を
内
田
氏
よ
り
借
金
を
受
け
、
買
付
と
し
て
の
業
務
を
続
け
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
享
保
期
以
降
、
内
田
氏
は
晒
地
を
購
入
し
、
布
の
晒
し
を
晒
職
人
（
晒
屋
）
に
請
負
わ
せ
、
商
品
価
値
を
高
め
る
こ
と
も
行

な
い
始
め
て
い
る
。
な
お
、
木
屋
・
丸
屋
・
塩
屋
・
津
田
氏
ら
の
商
人
は
、
布
の
買
付
以
外
に
、
越
前
産
の
蝋
を
購
入
し
た
り
、
内
田

氏
の
購
入
し
た
他
国
産
品
の
販
売
も
行
な
っ
て
い
た
。

二
　
流
通
機
構
の
変
質
　
－
三
都
を
中
心
に
ー

　
越
前
国
の
特
産
品
を
販
売
し
、
か
つ
ま
た
他
国
産
品
を
購
入
す
る
た
め
、
内
田
氏
は
、
江
戸
．
京
都
．
大
坂
な
ど
の
商
人
た
ち
と
特

定
の
関
係
を
も
っ
た
。
こ
こ
で
も
、
各
地
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
具
体
的
な
例
を
示
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
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a
　
江
　
戸

内
田
氏
の
元
禄
五

（一

Z
九
二
）
年
か
ら
宝
永
八
（
一
七
一
一
）
年
に
至
る
『
内
証
覚
帳
』
に
は
、
金
融
業
．
商
業
に
関
す
る
諸
項



近世中期における商業経営の変質（高埜）

目
に
つ
い
て
の
金
額
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
江
戸
二
有
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
連
年
の
「
江
戸
二
有
」
る
金
額
と
、

「
惣
〆
合
計
」
金
額
と
、
　
「
惣
〆
合
計
」
金
額
に
対
す
る
「
江
戸
二
有
」
る
金
額
の
占
め
る
比
率
を
示
し
た
表
⑥
に
明
ら
か
な
よ
う

に
、
こ
の
期
間
、
江
戸
に
有
っ
た
金
額
は
、
内
田
氏
の
経
営
に
と
っ
て
量
的
に
か
な
り
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
特
に
元
禄
十
三
～
十
五

年
は
惣
〆
合
計
金
額
の
過
半
を
越
え
る
ほ
ど
の
中
心
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
内
田
氏
に
は
、
江
戸
に
出
店
が
あ
っ
た
と
い
う
記
録
は
一

切
な
い
。
で
は
こ
の
「
江
戸
二
有
」
る
金
額
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
も
ち
、
誰
の
手
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
金
額
の
性
格
を
検
討
す
る
史
料
と
し
て
は
、
宝
永
五
～
七
年
の
『
店
卸
帳
』
　
（
こ
れ
は
、
右
の
『
内
証
覚
帳
』
と
異
っ
た
書
式

で
、
こ
の
三
ケ
年
の
み
重
複
し
て
存
在
し
て
い
る
）
が
あ
る
。
表
⑦
は
、
そ
の
「
江
戸
二
有
」
る
金
額
の
細
目
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。宝

永
五
～
七
年
は
、
　
「
惣
〆
合
計
」
の
中
で
二
〇
％
台
に
お
ち
こ
ん
だ
時
期
で
あ
り
、
表
⑥
の
全
期
間
中
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら

表（6）　「江戸二有」金額と惣〆合計金額

惣〆合計
江戸二有×％

39．4％

「江戸二惣〆合計
有」金額金　　額

3
3
　
。
2
3
2
3
』
洛
∂
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
3
2
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
8
2
あ
雌
3

39

S2

S5

S3

R9

R6

T4

T2

T4

R8

S1

ﾗ
3
5
3
2
2
9
2
3
2
5
2
5

4，318両

4，268

4，580

4，902

4，845

5，　228

5，640

6，025

6，440

7，092

7，489

7，745

8，265

8，851

8，975

5，　226

5，231

5，596

5，686．1

5，　421

1，700両

1，800

2，100

2，190

2，339

2，210

2，210

3，480

3，720

4，110

2，950

3，415

2，850

3，140

3，200

1，528

1，316

1，442．3

1，502．2

元禄5

6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7

宝永2

　　3

　　4

　　5

　　6

　　7

　　8

「9ヨ言正覚帳』カ〉らf乍成o

存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
「
江
戸
二
有
」
る

金
額
の
内
容
を
等
し
く
伝
え
て
い
る
か
ど
う

か
は
判
断
が
つ
き
か
ね
る
が
、
お
よ
そ
の
性

格
を
伝
え
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
表

ω
の
う
ち
、
取
扱
い
商
品
の
中
で
布
・
紙
は

越
前
国
か
ら
送
荷
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

内
田
氏
が
奉
書
生
産
地
五
箇
村
に
在
り
な
が

ら
、
宝
永
五
・
六
年
に
江
戸
に
紙
を
持
た
な

か
っ
た
こ
と
の
理
由
は
、
同
年
ま
で
五
箇
村
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に
お
け
る
福
井
藩
紙
会
所
（
専
売
）
制
度
の
判
元
出
資
を
行
な
っ
て
お
り
、
内
田
氏
個
人
と
し
て
紙
の
自
由
販
売
を
行
な
え
な
か
っ
た

た
め
で
あ
る
。
ま
た
宝
永
五
年
の
「
判
元
」
五
三
五
両
は
、
判
元
と
し
て
出
資
し
た
金
額
（
紙
）
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

表
⑧
の
如
く
、
内
田
氏
は
事
実
上
、
宝
永
七
年
か
ら
紙
会
所
へ
の
判
元
出
資
を
引
き
抜
き
、
翌
年
に
は
ゼ
ロ
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
宝

永
七
年
に
は
、
江
戸
二
内
田
氏
個
人
の
紙
の
項
目
と
し
て
二
七
四
両
余
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
紙
・
布
以
外
の
取
扱
い
商
品
で
あ

る
蝋
は
、
越
前
産
か
他
国
産
か
は
判
断
で
き
な
い
。
し
か
し
、
真
綿
・
く
り
綿
は
他
国
産
の
商
品
で
あ
り
、
真
綿
・
く
り
綿
生
産
地
の

買
問
屋
か
ら
購
入
・
送
荷
し
た
も
の
で
、
江
戸
の
売
問
屋
に
託
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
次
に
貸
金
で
あ
る
が
、
　
「
大
膳
様
」
は
旗
本
本
多
大
膳
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
多
大
膳
に
対
し
て
は
元
禄
五
年
以
来
、
貸
金
や

為
替
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
宝
永
四
年
に
「
金
四
百
六
拾
五
両
　
大
膳
様
不
堵
」
と
記
き
れ
る
如
く
、
内
田
氏
の
貸
付
金
は
本
多
氏
に

近世申期における商業経営の変質（高埜）

表（7）　「江戸二有」金額の細目

｝宝永朗宝永・引宝永・年

う
綿
　
綿
　
元
殿
殿
様
本
寺
岡
貸
丁
丁
丁

　
　
　
　
　
　
村
村
膳
　
保
　
　
ほ
泉
屋

ろ
真
布
繰
紙
判
西
津
大
山
久
中
金
し
和
葺

金　13両
〃　50〃

〃　535〃

〃　70〃

〃　110〃

〃　30〃

〃　350〃

〃　270〃

〃　100〃

金　12両
〃　49〃

〃　45〃

〃　200〃

〃　200〃

〃　300〃

〃　300〃

金128両1分

〃69．1

〃40．3

〃274．2

〃630〃

〃300〃

小劃〃・・528〃〃・…6〃〃・，442・…／

『店卸帳」から作成。

表（8）　内田氏判元出資金額

1判元鮒判元時貸曙元噸

元禄16

　17
宝永2

　3
　4
　5
　6
　7
　8

1，650両

2，　310

2，590

2，590

2，590

＊1，840

2，000

900

　0

0両

150

150

300

300

450

0

0

0

1，　650両

2，460

2，　740

2，890

2，890

2，290

2，000

900

　0
＊　「判元ニテ740両不足」と記されている。．

拙稿「幕藩制中期における生産者支配の一形態」（「日本歴

史』354号）から引用。
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よ
っ
て
切
り
捨
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
表
⑦
の
金
三
〇
両
は
前
年
ま
で
の
こ
う
し
た
関
係
を
背
景
に
し
た
数
字
で
あ
る
。

　
「
山
本
、
久
保
寺
、
中
岡
」
に
対
す
る
金
貸
し
、
あ
る
い
は
ま
た
「
西
村
殿
、
津
村
殿
」
に
対
す
る
金
額
に
つ
い
て
は
そ
の
性
格
を

判
断
し
か
ね
る
。
た
だ
し
「
久
保
寺
」
、
「
西
村
殿
」
が
江
戸
の
紙
問
屋
西
村
や
布
問
屋
久
保
寺
で
あ
る
な
ら
ば
、
商
品
の
仕
切
り
残
金

額
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
　
「
志
ほ
丁
、
和
泉
丁
、
葺
屋
丁
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
江
戸
の
日
本
橋
塩
丁
、
和
泉
丁
、
葺
屋
丁
の
住

人
に
対
す
る
金
貸
し
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
　
『
内
証
覚
帳
』
の
宝
永
八
年
・
正
徳
二
～
六
年
に
「
江
戸
家
質

有
り
」
の
事
項
が
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
各
丁
に
内
田
氏
が
町
屋
敷
な
い
し
は
家
質
を
持
っ
て
い
た
、
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ

う
。　

さ
て
、
表
⑦
の
検
討
か
ら
わ
か
る
通
り
、
　
「
江
戸
二
有
」
る
金
額
と
は
、
内
田
氏
が
江
戸
で
商
業
・
金
融
業
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が

判
明
す
る
が
、
で
は
誰
が
行
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
江
戸
に
内
田
氏
の
出
店
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
と
、

手
代
が
現
金
を
五
箇
村
ま
で
持
参
し
た
と
の
記
録
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
　
「
江
戸
二
有
」
る
金
の
運
用
は
五
箇
村
よ
り
江
戸
に
遣

し
た
手
代
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
江
戸
の
経
営
は
、
五
箇
村
に
在
る
内
田
氏
か
ら
大
枠
で
の
指
示
は

あ
っ
た
に
し
て
も
、
比
較
的
独
立
し
た
形
で
手
代
が
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
宝
永
四
年
、
江
戸
に
遣
し
て
い

た
手
代
（
彦
右
衛
門
、
福
井
木
屋
吉
右
衛
門
の
弟
）
が
二
二
五
〇
両
も
の
損
を
出
す
が
、
か
か
る
高
額
の
損
を
、
内
田
氏
に
は
「
手
代

の
引
負
い
」
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、
江
戸
を
半
ば
別
個
の
経
営
と
み
な
し
、
五
箇
村
か
ら
は
細
部
の
指
示
と
管
理
は
行

な
わ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
地
理
的
に
、
江
戸
が
五
箇
村
よ
り
遠
隔
で
あ
っ
た
こ
と
も
一
因
し
よ
う
が
、
何
よ
り
も
、
当
時

の
商
品
流
通
が
畿
内
や
三
河
等
の
商
品
の
生
産
・
集
積
地
域
か
ら
、
江
戸
や
江
戸
を
経
由
し
た
そ
の
他
の
地
域
に
向
け
て
一
本
の
大
き

　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

な
動
脈
が
流
れ
て
お
り
、
そ
の
際
、
江
戸
荷
受
問
屋
を
仲
介
と
し
、
生
産
地
買
問
屋
を
通
じ
て
商
品
を
購
入
・
輸
送
・
販
売
に
あ
た
ら

せ
る
に
は
、
越
前
国
五
箇
村
か
ら
時
宜
に
か
な
っ
た
売
買
の
指
示
を
直
接
下
す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
手
代
を
江
戸
に
遣
わ
し
て
、
手
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代
の
判
断
に
あ
る
程
度
、
委
ね
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
右
の
内
容
を
も
っ
た
「
江
戸
二
有
」
で
示
さ
れ
る
手
代
に
託
し
た
経
営
は
、
表
⑥
の
ご
と
く
、
宝
永
四
年
以
前
三
千
両
以
上
あ
り
、

惣
〆
合
計
の
約
三
～
五
割
を
占
め
る
内
田
氏
の
経
営
全
体
の
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
い
た
が
、
宝
永
四
年
の
手
代
の
引
負
い
後
減
少

し
、
宝
永
五
年
以
降
は
一
千
両
代
に
な
り
、
惣
〆
合
計
の
中
で
も
二
割
余
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
正
徳
六
（
一
七
一

六
）
年
か
ら
の
『
毎
春
勘
定
覚
』
で
は
、
単
に
「
江
戸
二
有
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
項
目
は
無
く
な
り
、
商
品
ご
と
に
、
あ
る
い
は
問

屋
ご
と
に
「
江
戸
問
屋
奉
書
代
」
と
か
「
江
戸
三
軒
布
残
り
代
」
と
し
て
金
額
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
江
戸
に
手
代
を
置
か
な
く
な
っ
た
内
田
氏
は
、
自
国
特
産
品
の
紙
・
布
の
江
戸
販
売
を
、
紙
問
屋
中
里
清
左
衛
門
．
村
田
七
右
衛
門

・
村
田
彦
兵
衛
・
西
村
清
兵
衛
・
小
津
次
郎
左
衛
門
・
片
川
彦
右
衛
門
ら
に
、
ま
た
布
問
屋
升
屋
七
左
衛
門
・
久
保
寺
喜
三
郎
ら
に
託

し
た
。
も
っ
と
も
、
手
代
を
遣
し
て
い
た
時
期
に
も
内
田
氏
の
出
店
が
あ
っ
て
販
売
を
行
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
当

時
か
ら
商
品
は
右
の
各
問
屋
が
取
扱
っ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
要
は
、
手
代
が
遣
わ
さ
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
は
、
手
代
の
判

断
で
は
な
く
紙
問
屋
・
布
問
屋
か
ら
の
前
年
度
の
仕
切
り
状
態
に
応
じ
て
、
越
前
国
か
ら
直
接
送
荷
す
る
よ
う
に
な
っ
た
点
が
、
大
き

な
変
化
で
あ
っ
た
。

　
紙
に
関
し
て
は
、
『
毎
春
勘
定
覚
』
を
見
る
限
り
、
そ
の
書
式
が
整
い
、
　
一
定
の
恒
常
的
な
送
荷
を
判
断
き
せ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

享
保
五
（
一
七
二
〇
）
年
の
紙
に
関
す
る
次
の
記
載
か
ら
で
あ
る
。

　
一
乾
銀
弐
貫
五
拾
匁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
紙
代

　
一
同
拾
六
貫
弐
百
匁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
残
紙

　
一
同
拾
弐
貫
六
百
匁
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
二
有
紙
代

　
一
同
九
貫
八
百
四
拾
匁
　
　
　
　
　
京
利
足
仕
切
残
り
金
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一
同
七
拾
三
貫
四
百
五
拾
五
匁
六
歩
　
　
江
戸
三
軒
残
り
紙

す
な
わ
ち
、
震
（
五
箇
村
内
田
氏
）
の
在
庫
品
、
こ
の
一
年
に
新
た
に
生
産
し
た
紙
、
京
都
の
仕
切
金
と
在
庫
品
代
、
江
戸
問
屋
三
軒

の
在
庫
品
代
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
年
以
降
、
毎
年
、
同
様
な
記
載
が
取
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
書
式
は
、
固
定
し
た
紙
問
屋
に
毎
年

毎
年
仕
切
金
額
や
在
庫
品
量
に
応
じ
て
、
紙
生
産
地
五
箇
村
の
内
田
氏
が
、
手
元
の
在
庫
品
（
新
た
に
生
産
し
た
新
紙
も
含
め
）
を
江

戸
・
京
都
に
送
荷
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
享
保
五
年
以
前
に
も
「
京
二
有
紙
中
買
紙
共
二
　
二
七
五
両
三
分
、

髪
二
在
紙
二
九
二
両
二
分
、
江
戸
紙
八
〇
〇
両
」
　
（
享
保
二
年
）
、
「
奉
書
七
八
両
、
江
戸
両
所
紙
二
七
四
両
二
分
」
　
（
宝
永
七
年
）
と

記
さ
れ
て
お
り
、
紙
問
屋
に
紙
を
販
売
さ
せ
て
い
た
の
は
判
断
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
当
時
は
江
戸
に
は
手
代
、
京
都
に
は
後
述
の

岐
阜
屋
治
兵
衛
の
介
在
が
推
定
さ
れ
、
生
産
地
と
販
売
地
問
屋
と
の
直
接
の
関
係
（
送
荷
）
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
は
断
じ
難
い
の
で

あ
る
。

　
そ
こ
で
、
次
に
紙
生
産
地
五
箇
村
と
江
戸
・
京
都
紙
問
屋
と
の
直
接
的
な
恒
常
的
な
送
荷
を
端
的
に
示
す
「
紙
算
用
留
」
を
例
示
す

る
。　

　
　
　
巳
年
分
奉
書
売
代
銀
勘
定
留

　
中
里
分
両
印
残
り
紙
代
共
二
如
此

　
一
銀
百
六
貫
百
三
拾
九
匁
六
分

　
　
　
　
但
新
荷
弐
百
四
十
箇
遣
候

　
　
　
内

　
　
　
銀
三
拾
七
貫
弐
百
九
拾
六
匁
五
分
入

　
　
　
　
右
ハ
両
印
残
り
紙
代
午
ノ
春
へ
越
候
分
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銀
七
拾
九
貫
五
百
六
拾
三
匁
入

　
　
　
　
此
金
千
三
百
弐
拾
両
三
分

　
　
　
　
尤
此
ノ
内
正
月
売
金
百
五
拾
九
両
ハ
六
十
弐
匁
立
　
其
鯨
ハ
皆
六
拾
匁
立
二
し
て
如
此
費
代
也

　
　
　
二
口
〆
百
拾
六
貫
八
百
五
拾
九
匁
五
分

　
　
残
而
拾
貫
七
百
拾
九
匁
九
分
　
利
分

　
　
　
　
此
費
箇
高
弐
百
六
拾
箇
内
新
九
十
箇
古
百
七
十
箇

　
　
　
　
　
壱
箇
二
四
十
一
匁
壱
分
九
厘
宛
ノ
利
造
用
分
指
引
舟
八
匁
五
分
弐
リ
ン
ツ
・
引

こ
れ
は
江
戸
紙
問
屋
中
里
清
兵
衛
分
に
つ
い
て
、
紙
問
屋
仕
切
（
売
上
）
金
と
翌
年
へ
の
繰
り
越
残
り
紙
代
金
の
合
計
か
ら
、
前
年
よ

り
の
繰
り
越
残
り
紙
代
金
と
当
年
送
り
紙
代
金
を
差
引
い
た
利
得
を
決
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
里
以
外
の
江
戸
問
屋
と
京
都
問
屋

（
越
後
屋
源
助
）
分
に
つ
い
て
も
同
様
に
決
算
さ
れ
、
そ
の
合
計
金
額
が
毎
年
算
出
さ
れ
る
。
こ
れ
な
ど
は
、
明
ら
か
に
単
年
度
で
決

済
す
る
方
式
で
は
な
く
、
毎
年
、
同
一
問
屋
と
関
係
を
持
ち
続
け
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
決
算
方
法
で
あ
る
こ
と
は
、
く
り
返
す
ま
で

も
な
か
ろ
う
。

　
一
方
、
布
に
関
し
て
見
る
と
、
　
『
毎
春
勘
定
覚
』
か
ら
布
の
恒
常
的
な
送
荷
・
取
引
を
判
断
さ
せ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
享
保
八
年

か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
江
戸
三
軒
布
代
一
五
貫
四
三
二
匁
、
震
・
府
中
二
有
布
一
一
貫
一
〇
〇
匁
、
木
屋
二
布
代
内
渡
し
有
三
貫

六
〇
〇
匁
」
　
（
享
保
八
年
）
の
記
載
や
、
　
「
江
戸
長
井
・
升
屋
二
残
り
布
有
代
五
貫
九
九
六
匁
、
震
二
五
三
二
〇
反
、
一
六
貫
一
八
三

匁
、
冬
買
布
代
渡
し
木
屋
二
二
貫
四
六
〇
匁
」
　
（
享
保
九
年
）
の
記
載
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
江
戸
升
屋
七
左
衛
門
・
長
井
庄
兵
衛
の

手
元
に
は
残
り
布
が
置
か
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
内
田
氏
は
五
箇
村
の
手
元
や
、
府
中
（
津
田
与
次
右
衛
門
蔵
）
に
在
庫
を
持
ち
、
購
入

に
は
福
井
の
木
屋
吉
右
衛
門
に
布
代
金
を
前
渡
し
し
て
購
入
に
あ
た
ら
せ
て
い
る
。
こ
の
享
保
八
・
九
年
以
降
、
毎
年
同
様
な
記
載
が
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　　　　　　　　　表（9）安永9子年 内田氏布内勘定

24貫933匁

17．　328．　6

37．　663．　6

4，320反

2，880

6，312

亥9月両家仕切残り布，此分には駄賃造用不入元代二
而

亥9月2日，10月22日両家行24箇，此分には駄賃造用
とも二如此

子盆前両家行足〆如此，此分もたちん造用共二

小計79．　925．・・3…21

13．905．

13．　702．　8
（27．　607．　8）

55。　887．　5

2，514

2，382
（4，896）

8，616

升屋子盆前迄二遣候分之内同盆前迄二売残二成9月仕
切残り布二相立候分如此

久保寺右同断

子年商高此金901両1分10匁　62立　但子3月9月両
家仕切金之分

4、　　言十　　83．　495．　3

指　引 3．570．1

　830．7，5

利反二4分1厘余
外二

4．　400．8。5 徳

続
き
、
固
定
し
た
江
戸
布
問
屋
に
毎
年
々
々
、
前
年
の
売
上
げ
と

在
庫
品
量
に
応
じ
て
内
田
氏
か
ら
送
荷
し
、
同
時
に
買
付
商
人
を

通
し
て
布
の
購
入
を
さ
せ
て
い
る
姿
が
判
断
で
き
る
。

　
布
に
つ
い
て
も
「
紙
算
用
留
」
と
同
様
に
「
布
内
勘
定
」
が
つ

け
ら
れ
、
例
え
ば
安
永
九
年
分
に
つ
い
て
表
に
ま
と
め
た
の
が
表

⑨
で
あ
る
が
、
表
⑨
の
如
く
各
年
の
利
得
（
徳
）
が
計
算
さ
れ
て

い
る
。
利
得
決
算
の
方
法
は
、
ま
っ
た
く
紙
の
場
合
と
同
様
で
あ

り
、
固
定
し
た
同
一
布
問
屋
と
関
係
を
持
ち
続
け
る
こ
と
を
前
提

に
し
た
決
算
方
法
で
あ
る
。

　
な
お
、
江
戸
に
お
い
て
は
右
の
如
く
紙
・
布
を
中
心
に
販
売
を

行
な
っ
た
と
は
言
え
、
そ
の
他
の
商
品
を
取
扱
わ
な
か
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
表
⑩
の
ご
と
く
真
綿
・
繰
綿
・
木
綿
・
蝋
の
販
売
が

江
戸
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。
勿
論
、
一
見
し
て
判
る
通
り
、
紙
・

布
の
よ
う
な
毎
年
の
恒
常
的
な
も
の
で
は
な
く
、
真
綿
・
繰
綿
な

ど
、
い
ず
れ
も
一
〇
年
以
内
の
期
間
、
各
商
品
を
販
売
さ
せ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
享
保
九
年
の
長
井
庄
兵
衛
や
明
和
九
年
以
降

の
升
屋
七
左
衛
門
の
よ
う
に
、
常
々
は
布
問
屋
と
し
て
内
田
氏
か

ら
の
布
を
売
り
捌
い
て
い
る
商
人
が
、
三
河
な
ど
の
生
産
地
木
綿
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　　　　　　　　　　　近世申期における商業経営の変質（高埜）

表（10）　江戸における真綿・繰綿・木綿・蝋販売

1真 綿i繰 綿 木 綿1 蝋

享保7年

　〃　8

　〃　9

　〃　10

　〃　11

　〃　12

　〃　13

　〃　14

　〃　15

　〃　16

　〃　17

　〃　18

　〃　19

寛保4

延享2

　〃　3

〃　4

〃　5

寛延2

〃　3

〃　4

明和8

〃　9

安永4

〃　6

〃　9

金　　90両

銀2，779匁

〃　　280
（長井二有）

〃　1，551

〃　1，551

〃　　742．5

〃　　600

〃　　500

〃3，420
（江戸京二）

〃2，500
（　〃　）

〃　1，000

〃　1，000

〃　1，　OOO

銀3，978匁
（長井二有）

〃　1，788

金210両（20駄）

〃　94．2分

〃　95　（10駄）

金　80両（　900反）

〃　550

〃420　（5，　300反）

〃420　（5，300反）

〃180　（2，800反）

〃170　（2，800反）

〃　56．3（升屋かし）

〃　50　（升屋ニテ700反）

〃　85　（升屋取次1400反）

〃　55　（升屋七二）

金350両3分
〃　350．3

一120一



近世中期における商業経営の変質（高埜）

表（11）京都関係事項

元禄5

8

9

－
n
∠
0
0
ハ
0

1
1
1
1

金100両計

70両

100両計

240両

20両計

10両

20両

30両

48両

32両

京紙・絹・蝋・繰
綿，大坂木綿

糸絹京愛

紙京愛二有

京愛蟷有

京愛絹糸二有

京二紙

京二紙

紙京愛

京二布

京二紙

r内証覚帳』により作成。

表（12）岐阜屋次兵衛関係事項

正徳6

享保2

　〃

享保3

〃

　〃

享保5

〃

丑　年
（享保6）

勘定覚
〃

〃

〃

〃

〃

〃

質物証文

覚

きふ屋喰込　　20両

京　　　　1，　100両

治兵衛持参金175両

岐阜屋渡し銀丼家屋敷
代有2，160両

同所有紙代　145両

真綿代同所有　18両

京きふ屋仕入銀家屋敷
道具代乾金1，200両代
　　　　　　72貫匁

越前岩本村内田吉左工
門様御店岐阜屋治兵衛

カミ屋五兵衛→きふ屋
治兵衛

七
一
六
）
年
か
ら
、
京
都
に
お

け
る
販
売
や
購
入
に
あ
た
っ
て

い
た
の
は
岐
阜
屋
治
兵
衛
で
あ

っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
岐

阜
屋
は
、
享
保
五
年
の
質
物
証

文
の
宛
名
に
「
越
前
岩
本
村
内

田
吉
左
衛
門
様
御
店
　
岐
阜
屋

治
兵
衛
殿
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

恐
ら
く
、
内
田
氏
の
京
都
に
お

　
京
都
に
関
し
て
は
、
内
田
氏
の
史
料
上
、
元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
か
ら
登
場
す
る
。
元
禄
五
年
～
一
六
年
の
『
内
証
覚
帳
』
に
記

さ
れ
た
京
都
関
係
の
事
項
（
表
ω
）
を
見
る
と
、
越
前
国
特
産
品
の
紙
・
布
の
他
に
、
蝋
・
絹
・
糸
絹
・
繰
綿
が
あ
る
。
絹
糸
は
こ
の

当
時
、
越
前
国
で
は
養
蚕
が
余
り
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
繰
綿
と
と
も
に
他
国
産
品
を
京
都
で
販
売
さ
せ

て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
蝋
に
つ
い
て
は
、
下
っ
て
寛
延
元
（
一
七
四
八
）
年
越
前
か
ら
京
都
に
送
荷
し
た
史
料
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

越
前
産
の
蝋
で
あ
る
可
能
性
は
強
い
。

　
右
の
京
都
に
お
け
る
商
品
販
売
が
、
こ
の
当
時
、
誰
に
よ
っ
て
営
ま
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
後
、
正
徳
六
（
一

b

京

都

一121一
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近世中期における商業経営の変質（高埜）

表（13）京都における布・糸・真綿・蝋関係事項

1　蝋 1　糸 1真　綿 1　布
享保2年 金　150両 金　　30両

（京・髪）

〃　11 銀1，280匁（京
三軒二残り布）

〃　13 銀　350匁

〃　14 銀2，030匁（京
いせ屋残り布）

〃　15 銀6，011匁（京 銀3，420匁（京
・大坂・越前） ・江戸）

〃　16 銀20，640匁（京 銀2，500匁（京
・大坂・馨…） ・江戸）

〃　17 銀48，230匁（京
・大坂・髪・福
井・粟田部）

〃　18 銀1，200

元文2 14駄（京・大坂）

〃　6 銀10，600匁（京
・蓼…）

寛保2 銀19，440匁（京
・大坂・名古屋）

〃　3 金20両（京ミの
屋八右衛門布う
り金）

延享2 銀13，704・（京
・愛）

宝暦6 銀5，878匁（京
・大坂）

〃　7 銀3，583匁（京
・大坂）

『毎春勘定覚Jにより作成。

代
な
ど
の
商
品
以
外
の
金
額
を

多
額
に
託
さ
れ
、
ま
た
、
内
田

け
る
出
店
的
な
性
格
を
も
つ
商

人
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
表
⑫

に
示
し
た
よ
う
に
、
内
田
氏
は

岐
阜
屋
を
仲
介
と
し
て
、
仕
入

銀
を
与
え
商
品
を
購
入
さ
せ

た
。
ま
た
、
五
箇
村
よ
り
の
紙

や
他
国
産
品
（
真
綿
）
を
販
売

さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
特
に
紙

の
販
売
に
つ
い
て
は
、
岐
阜
屋

は
紙
を
京
都
の
仲
買
い
商
人
に

卸
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
多
商
品
を
取

扱
っ
て
い
た
他
、
岐
阜
屋
は
享

保
三
年
に
「
岐
阜
屋
渡
し
銀
井

家
屋
敷
代
有
　
二
一
六
〇
両
」

と
あ
る
よ
う
に
家
屋
敷
・
道
具
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近世中期における商業経営の変質（高埜）

氏
の
出
店
と
し
て
の
岐
阜
屋
宛
の
質
物
証
文
も
あ
り
、
現
に
岐
阜
屋
が
金
利
取
り
立
て
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
に
見
た
元
禄
～
宝

永
期
の
江
戸
に
お
け
る
手
代
の
役
割
と
岐
阜
屋
の
性
格
は
同
種
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
岐
阜
屋
に
渡
し
た
金
額
が
内
田
氏
の
惣
〆
合

計
中
に
占
め
る
比
率
が
高
い
（
享
保
二
年
二
六
％
、
同
三
年
三
八
％
、
同
五
年
二
三
％
）
と
い
う
点
で
も
、
岐
阜
屋
の
占
め
る
役
割
り

の
重
さ
は
「
江
戸
二
有
」
金
額
で
表
わ
さ
れ
る
手
代
の
役
割
り
と
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
岐
阜
屋
は
「
治
兵
衛
持
参
金
　
一
七
五

両
」
　
（
享
保
二
年
）
の
よ
う
に
、
時
折
、
決
算
を
し
て
内
田
氏
の
も
と
に
現
金
を
持
参
し
て
も
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
岐
阜
屋
治
兵
衛
の
文
字
は
、
享
保
七
年
以
降
、
一
切
見
出
せ
な
く
な
る
。
何
ら
か
の
理
由
で
、
内
田
氏
と
岐
阜
屋
治

兵
衛
と
の
関
係
が
絶
た
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
京
都
に
お
い
て
、
内
田
氏
は
紙
の
販
売
を
紙
問
屋
越
後
屋
源
助
に
委
託
し
て
お

り
、
そ
の
関
係
は
、
江
戸
紙
問
屋
中
里
清
兵
衛
に
つ
い
て
検
討
し
た
の
と
同
様
に
、
恒
常
的
な
毎
年
毎
年
の
荷
送
り
、
仕
切
り
の
関
係

を
続
け
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
他
方
、
布
に
つ
い
て
は
、
表
㈱
の
よ
う
に
た
ま
に
行
な
う
だ
け
で
恒
常
的
な
送
荷
は
な
く
、
糸
・
真
綿
・
蝋
と
同
様
に
単
期
的
に
取

扱
わ
れ
て
い
た
。

　
c
　
大
　
坂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
享
保
一
三
年
、
大
坂
河
内
屋
の
手
元
に
米
沢
蝋
を
銀
に
し
て
＝
二
貫
二
二
〇
匁
、
内
田
氏
は
所
有
し
て
い
た
の
を
手
始
め
に
、
表
ω

の
ご
と
く
、
蝋
・
薬
種
等
を
大
坂
商
人
を
通
し
て
購
入
・
販
売
し
て
い
た
。
特
に
内
田
氏
は
、
越
前
産
蟷
を
福
井
な
ど
で
購
入
し
た
も

の
を
送
荷
し
て
大
坂
な
ど
で
販
売
さ
せ
る
一
方
、
米
沢
蟻
・
会
津
蟷
・
肥
前
蜷
を
購
入
し
て
大
坂
で
販
売
さ
せ
た
。

　
会
津
蝋
に
つ
い
て
は
、
江
戸
に
て
購
入
し
、
大
坂
に
登
ら
せ
て
販
売
す
る
と
い
う
流
路
を
と
る
た
め
、
た
え
ず
江
戸
の
会
津
蝋
値
段

や
運
賃
も
含
め
た
販
売
手
数
料
の
計
算
が
関
心
を
も
た
れ
て
い
た
。
そ
の
際
、
越
前
蝋
を
送
荷
し
た
場
合
と
の
比
較
が
考
慮
の
前
提
と

一123一
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享保13年

〃　14

〃　15

〃　16

〃　17

〃　18

〃　19

〃　20

元文2

〃　3

」
4
【
○

〃
〃

寛保2

延享2

〃　3

寛延2

〃　3

近世申期における商業経営の変質（高埜）

表（14）　大坂における取扱い商品

匁

0
0
0
2
1
0
0
0
0
7
7
0

3
0
2
7
1
4
5
3
0
9
9
9

貫
ほ
3
ゆ
β
⑩
β
β
β
⑩
8
8
8

3
3
2
3
6
0
1
8
5

1
　
　
　
2
　
2
　
4

0
0
ρ
0
0

0
0
8
0

9
8
r
O
4

ρ
0
1
0
F
O

　
　
1

　
　
　
4

0
0
0
4
6
2
5
0
2
0
2
2
0
5
0
5
4
3

5
5
4
5
2
2
1
7
6
2
9
9
4
1
0
2
4
6

3
8
4
8
8
6
8
6
6
5
9
3
4
8
3
3
6
5

8
2
9
9
2
3
1
　
1
2
4
1
5
1
2
3
2
1

　
　
1

銀
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

大坂（河内屋）二米沢らう代有

大坂二（越前蝋）

大坂布津らう

大坂買蝋代

京・大坂越前らう

京・大坂・袈二蝋

菜種大坂

蝋福井・京・大坂・粟田部二有

大坂二会津蜷

菜種大坂二

菜種大坂二

菜種大坂二

蝋14駄京・大坂二有

蝋，大坂ひの屋二三駄有

水銀，大坂河内屋

布　大坂近江屋・奈良屋残布代

布　大坂二軒残布　904反代但1反二6分歩引有

紙　大坂近江屋・奈良屋

蝋　大坂5駄

菜種　大坂有

布　京・大坂・名古屋

播磨屋・奈良屋・白木屋残布1，662反代

奈良屋残布4箇代

山茱萸　河又二有

黄　K　河治二有

山帰来　日野屋二有

黄　苓　日野屋二有

蘇　木　日の屋二有

肉　桂　河又二有

肉　桂　目野屋二有

山茱萸　河文二有

黄　K　河治二有

蘇　木　日の屋二有

黄　苓　　　〃

山茱萸　河治二有

砂　糖　河治二有
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近世中期における商業経営の変質（高i埜）

表（14）つづき

〃4

宝暦5

ハ
0
7
・

〃
〃

〃8

〃9
〃10

天明2

〃6，864

〃　765

〃1，815

〃5，205

〃1，381

〃4，158

〃3，440

〃1，381

〃3，583

〃2，307

〃7，500

〃1，064

〃1，064

〃3，720

〃1，120

肉桂河又二有
肉桂日野屋二有

黄K河治二有
生蝋4駄大坂二
肥前蝋　5丸申暮買河治二有

肥前蝋　14丸　申戌両年かい残り河又二有

木ノ実蝋20丸河治二有
肥前蝋　5丸河治申暮かい

生　蝋　4駄　京・大坂二

肥前蝋　大坂両家二

生蝋大坂二
肥前蝋　6丸　子年買　河又二有

肥前蝋河又二
越後ろう　15丸　河又二右

水銀日野作二
「毎春勘定覚から」作成。

な
っ
て
お
り
、
そ
の
時
期
、
ど
こ
産
の
蝋
を
取
扱
う
の
が
有
利
か
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

判
断
す
る
た
め
の
情
報
収
集
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
な
お
、
寛
延

元
（
一
七
四
八
）
年
当
時
、
大
坂
に
お
け
る
蟻
取
扱
い
の
問
屋
に
は

河
内
屋
又
右
衛
門
・
日
野
屋
甚
右
衛
門
・
河
内
屋
治
兵
衛
が
あ
り
、

越
前
や
江
戸
か
ら
大
坂
へ
内
田
氏
が
送
荷
し
た
蝦
の
販
売
を
委
託
さ

れ
て
い
た
。

　
こ
れ
と
は
逆
に
、
大
坂
に
て
購
入
し
江
戸
に
送
っ
て
販
売
す
る
と

い
う
商
品
の
流
れ
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
繰
綿
が
そ
う
で
あ
る
。

　
　
　
大
坂
二
而
繰
綿
買
候
時
掛
り
物
覚
書

　
一
繰
綿
拾
駄
此
立
数
三
拾
本
　
正
め
九
貫
三
百
目
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
車
屋
久
右
衛
門
出

　
　
此
貫
目
合
弐
百
七
拾
九
貫
目

　
　
　
但
百
匁
二
付
七
貫
九
百
目
か
へ

　
　
代
三
貫
五
百
三
拾
壱
匁
六
分
三
厘

　
　
　
内
拾
四
匁
壱
分
弐
厘
　
四
ノ
引
有

　
　
残
而
三
貫
五
百
拾
七
匁
五
分
壱
厘

　
　
　
又
拾
七
匁
五
分
八
厘
　
と
い
屋
半
口
せ
ん

　
　
　
又
六
拾
匁
　
縄
莚
包
紙
代
荷
作
り
ち
ん
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又
拾
壱
匁
　
平
野
6
大
坂
迄
た
ち
ん

　
　
〆
三
貫
六
百
六
匁
九
厘

　
　
　
　
此
金
六
拾
四
両
九
匁
九
分
弐
厘
　
　
小
判
五
拾
六
匁
弐
分
か
へ

　
　
　
又
百
弐
拾
匁
　
大
坂
6
江
戸
迄
運
賃

　
　
　
　
此
金
弐
百
九
匁
　
小
判
六
拾
匁
か
へ
　
是
ハ
江
戸
二
而
渡
候

　
　
惣
〆
六
拾
六
両
八
匁
九
分
弐
厘
　
小
判
六
拾
匁
ニ
シ
テ

　
　
右
ハ
享
保
八
年
辰
十
月
廿
四
日
大
坂
堺
屋
七
左
衛
門
殿
二
而
買
、
直
二
江
戸
積
二
仕
如
此
二
江
戸
着
申
候
、

　
　
但
江
戸
二
而
売
候
時
ノ
掛
り
も
の
ハ
、
拾
駄
二
金
弐
両
懸
リ
申
候
、
是
二
而
蔵
敷
口
せ
ん
何
も
か
も
済
申
候
、

右
の
史
料
は
享
保
八
年
十
月
二
四
日
に
、
内
田
氏
が
大
坂
の
堺
屋
七
左
衛
門
か
ら
摂
州
平
野
の
車
屋
久
右
衛
門
出
し
の
繰
綿
十
駄
を
購

入
し
、
大
坂
か
ら
直
に
江
戸
送
り
を
し
て
販
売
す
る
に
至
る
原
価
と
諸
経
費
を
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
内
田
氏
が
越
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

国
と
は
一
切
無
関
係
に
、
大
坂
で
商
品
を
購
入
し
て
直
に
江
戸
送
り
し
て
い
る
点
に
注
目
さ
れ
る
。

　
以
上
の
ご
と
く
、
越
前
か
ら
大
坂
に
向
け
て
、
あ
る
い
は
江
戸
か
ら
大
坂
に
向
け
て
商
品
が
運
ば
れ
た
り
、
ま
た
大
坂
か
ら
江
戸
へ

と
い
う
商
品
流
通
に
よ
っ
て
利
潤
抽
出
を
内
田
氏
が
企
図
し
て
い
た
ほ
か
に
、
表
q
の
の
寛
延
二
～
四
年
の
薬
種
類
や
肥
前
蝋
に
つ
い
て

は
、
安
価
な
際
に
河
内
屋
な
ど
に
購
入
さ
せ
、
そ
の
ま
ま
同
一
問
屋
に
販
売
さ
せ
る
と
い
う
、
季
節
間
の
価
格
差
に
利
潤
抽
出
を
見
出

す
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
江
戸
・
京
に
向
け
て
と
同
様
な
大
坂
市
場
に
向
け
て
の
内
田
氏
か
ら
の
紙
・
布
の
恒
常
的
な
送
荷
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
表
α
の
の
元
文
～
延
享
期
に
限
っ
て
、
近
江
屋
・
奈
良
屋
に
内
田
氏
は
布
・
紙
を
送
荷
し
た
模
様
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
数
年
間
の

み
で
、
恒
常
的
な
送
荷
と
は
言
い
難
い
も
の
で
あ
る
。
近
江
屋
・
奈
良
屋
の
側
か
ら
紙
・
布
を
注
文
し
て
き
た
も
の
か
、
否
か
は
わ
か
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表（15）　名古屋における布と紙

紙布

銀1，200匁 なご屋二かミうり
残り有

銀1，　758匁

〃　　600

〃　1，594．2

〃19，440

名古屋二布有

なご屋二有布
300反余

名古屋残り布代

京・大坂・名古屋

享保19

　〃20

元文6

寛保2

ら
ぬ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
内
田
氏
は
、
こ
の
数
ケ
年
の
他
に
紙
・
布
販
売
を
大
坂
で
は
一
切
行
っ

て
い
な
い
。
内
田
氏
の
商
業
経
営
に
と
っ
て
大
坂
は
、
固
定
し
た
紙
・
布
問
屋
に
恒
常
的
な
紙
・
布

を
送
荷
・
販
売
さ
せ
る
市
場
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
遠
隔
地
間
商
業
の
た
め
の
商
品
購
入
と
販
売
を

多
種
の
商
品
を
扱
う
荷
受
問
屋
に
委
ね
た
市
場
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
d
　
そ
の
他

　
布
の
販
売
地
と
し
て
、
一
時
期
、
名
古
屋
の
商
人
と
内
田
氏
は
取
引
が
あ
っ
た
も
の
の
、
表
0
9
の

如
く
、
そ
れ
は
単
期
間
で
あ
り
、
か
つ
少
額
の
商
い
に
止
ま
っ
て
い
た
。

　
以
上
の
三
都
商
人
を
介
し
た
商
品
流
通
の
他
に
、
内
田
氏
が
商
品
生
産
地
に
お
い
て
購
入
し
、
市

場
に
送
荷
し
た
繰
綿
・
木
綿
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
触
れ
て
お
き
た
い
。
繰
綿
に
つ
い
て
は
、
　
『
毎
春

勘
定
覚
』
に
「
八
幡
綿
　
江
戸
積
八
駄
代
買
元
　
銀
五
貫
四
四
六
匁
」
　
（
延
享
二
年
）
、
「
繰
綿
　
江

戸
二
一
〇
両
二
〇
駄
、
八
幡
｝
二
〇
〇
両
一
〇
駄
、
愛
二
四
貫
三
四
〇
匁
一
四
本
」
　
（
延
享
四
年
）

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
近
江
八
幡
で
購
入
し
た
繰
綿
は
、
越
前
国
領
域
市
場
向
け
に
送
ら
れ
た

り
、
近
江
八
幡
か
ら
直
接
江
戸
積
み
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
八
幡
二
而
繰
綿
買
候
掛
リ
物
覚

　
口
銭
　
銀
百
匁
二
五
分
ツ
・

　
荷
作
入
用
　
壱
箇
二
付
弐
匁
五
分
計
　
薄
蘇
計
か
噂
蔀
勧
嬉
猫
炉
取
申
候

　
大
津
迄
た
ち
ん
　
壱
駄
二
付
七
匁
計
　
堤
継
勧
鰍
幡
と
い
屋
仕
切
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大
津
6
府
中
迄
た
ち
ん
　
弐
拾
匁
壱
分

　
府
中
6
ふ
く
い
迄
壱
駄
二
付
た
ち
ん
　
六
匁
計

　
〆
　
右
之
通
享
保
八
卯
九
月
廿
五
日
買
候
く
り
わ
た
二
懸
リ
申
候
た
ち
ん
之
儀
、
時
々
少
々
ツ
、
高
下
可
在
之
候
、
又
態
々
造
リ
人
付
候

　
ヘ
ハ
此
外
に
造
用
入
可
申
者
也
、

右
の
史
料
は
、
近
江
八
幡
で
購
入
し
た
繰
綿
を
大
津
・
府
中
を
経
て
福
井
に
至
る
ま
で
の
諸
経
費
を
算
出
し
た
も
の
で
、
そ
の
間
の
繰

綿
の
流
通
を
裏
付
け
て
い
る
。

　
木
綿
に
つ
い
て
は
、
三
河
買
問
屋
を
通
し
て
内
田
氏
は
購
入
し
、
江
戸
に
送
っ
て
販
売
さ
せ
て
い
た
。

　
　
　
三
州
二
て
木
綿
買
懸
リ
物
覚

　
一
木
綿
百
反
二
付
銀
拾
弐
匁
ツ
・

　
　
　
但
江
戸
迄
運
賃
共
二
、
此
外
三
州
二
而
懸
リ
物
無
之
候
、
小
判
ハ
六
拾
匁
立
也

　
一
木
綿
江
戸
二
而
売
払
候
節
懸
リ
物

　
　
　
買
引
金
壱
両
二
付
壱
分
ツ
・
　
蔵
敷
百
反
二
付
七
匁
宛

　
　
　
と
り
か
へ
金
壱
両
二
付
三
分
五
厘
ツ
・
　
小
判
六
拾
弐
匁
立

右
の
史
料
は
『
万
覚
書
』
中
の
宝
暦
年
中
の
記
事
と
推
定
さ
れ
る
が
、
三
河
で
購
入
し
た
木
綿
の
江
戸
販
売
ま
で
の
諸
経
費
が
記
さ
れ

て
い
る
。
　
『
毎
春
勘
定
覚
』
の
延
享
三
年
分
に
は
「
木
綿
江
戸
二
九
〇
〇
反
　
但
林
氏
残
金
か
り
引
而
八
〇
両
」
と
書
か
れ
、
三
州
岡

崎
矢
作
の
林
孫
右
衛
門
か
ら
の
購
入
分
が
江
戸
に
内
田
氏
の
在
庫
と
し
て
八
〇
〇
反
計
上
さ
れ
て
い
る
。
木
綿
買
問
屋
に
は
、
林
孫
右

衛
門
の
ほ
か
に
、
三
州
岡
崎
の
源
谷
半
左
衛
門
、
天
野
左
助
、
山
本
甚
兵
衛
、
寺
部
孫
三
郎
や
、
尾
州
木
綿
の
買
問
屋
と
し
て
名
古
屋
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の
平
野
善
兵
衛
・
大
橋
源
三
右
衛
門
、

衛
か
ら
内
田
氏
に
知
ら
さ
れ
て
い
る
。

浜
嶋
源
兵
衛
ら
が
、
働
き
の
宜
い
買
問
屋
と
し
て
、
江
戸
の
問
屋
升
屋
七
左
衛
門
や
長
井
庄
兵

近世申期における商業経営の変質（高埜）

　
k
」
　
舌

　
’
　
　
　
才

　
こ
こ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
以
下
の
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
①
元
禄
～
宝
永
期
、
内
田
氏
の
惣
〆
合
計
の
、
多
い
時
に
は
過
半
を
越
え
、
少
く
と
も
三
～
四
割
を
占
め
る
「
江
戸
二
有
」
る
金
額

と
は
、
内
田
氏
に
江
戸
出
店
が
無
い
こ
と
か
ら
も
、
江
戸
に
遣
し
た
手
代
に
よ
っ
て
、
半
ば
独
立
し
た
運
用
に
よ
っ
て
、
商
業
、
金
融

業
を
行
な
っ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
金
融
業
の
中
に
は
、
旗
本
な
ど
へ
の
貸
付
の
他
、
町
屋
敷
経
営
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
。
商
業
に
つ
い
て
は
、
越
前
国
産
品
の
紙
・
布
・
蝋
の
他
、
畿
内
・
三
河
な
ど
の
生
産
地
で
真
綿
・
繰
綿
・
木
綿
な
ど
を
購
入
・
送

荷
さ
せ
て
江
戸
問
屋
に
販
売
さ
せ
て
い
た
。
こ
の
商
業
は
、
紙
・
布
な
ど
も
含
め
て
、
当
時
の
江
戸
市
場
に
お
い
て
有
利
と
思
わ
れ
た

商
品
を
、
遠
隔
地
の
生
産
地
か
ら
買
い
付
け
、
輸
送
・
販
売
す
る
こ
と
で
商
業
利
潤
を
抽
出
す
る
点
に
特
色
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
手
代
に
ま
か
せ
た
経
営
は
、
宝
永
四
年
の
高
額
（
二
二
五
〇
両
）
な
手
代
引
負
い
以
後
、
経
営
規
模
を
縮
少
し
、
つ
い
に
は
こ
の
方

式
は
廃
止
さ
れ
た
。

　
②
京
都
で
は
、
正
徳
六
年
か
ら
享
保
六
年
ま
で
の
間
、
　
「
内
田
吉
左
衛
門
様
御
店
」
と
称
せ
ら
れ
た
岐
阜
屋
治
兵
衛
に
、
多
い
時
に

は
二
三
二
三
両
（
惣
〆
合
計
の
三
割
八
分
）
も
の
金
を
託
し
、
商
品
の
仕
入
れ
や
金
融
業
を
行
な
わ
せ
て
い
た
。
丁
度
、
江
戸
手
代
に

委
ね
た
経
営
と
同
様
な
性
格
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
③
江
戸
手
代
や
京
都
岐
阜
屋
に
、
多
額
な
金
を
ま
か
せ
る
と
い
う
経
営
方
式
が
享
保
初
年
を
境
と
し
て
廃
止
さ
れ
た
後
、
内
田
氏

は
、
江
戸
と
京
都
の
固
定
し
た
紙
・
布
専
業
問
屋
と
恒
常
的
な
商
品
取
引
を
行
な
う
よ
う
に
な
る
。
こ
の
新
し
い
商
品
流
通
の
方
式
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は
、
前
年
度
の
江
戸
・
京
都
で
の
問
屋
仕
切
金
と
在
庫
品
量
に
応
じ
て
、
内
田
氏
が
商
品
を
送
荷
し
た
り
、
同
時
に
新
紙
の
集
荷
や
買

付
商
人
を
通
し
て
布
の
集
荷
を
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
、
単
年
度
で
は
な
く
、
毎
年
毎
年
の
長
期
的
な
継
続
し
た
決
済
方
式
が
取
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。

　
④
大
坂
は
、
内
田
氏
に
と
っ
て
、
紙
・
布
を
恒
常
的
に
販
売
さ
せ
る
市
場
で
は
な
く
、
遠
隔
地
向
け
の
商
業
の
た
め
に
、
そ
の
時
機

に
有
利
な
商
品
購
入
と
販
売
と
を
諸
問
屋
（
多
品
種
を
扱
う
荷
受
問
屋
）
を
介
し
て
行
な
う
処
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
遠
隔
地
向
け
の

商
品
（
繰
綿
・
木
綿
・
蝋
・
薬
種
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
大
坂
の
他
に
近
江
八
幡
や
三
河
な
ど
の
商
品
生
産
地
買
問
屋
か
ら
も
購
入
さ

れ
、
大
坂
で
販
売
さ
れ
る
他
、
江
戸
・
京
都
や
越
前
国
内
に
送
荷
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
商
品
は
、
紙
・
布
と
違
い
、
一
貫
し
て
継
続
し

て
商
な
わ
れ
続
け
る
こ
と
は
な
く
、
多
く
は
十
年
以
内
の
期
間
で
そ
の
商
品
の
有
利
な
時
期
に
の
み
取
扱
わ
れ
、
享
保
期
以
降
に
も
行

な
わ
れ
続
け
る
。

三
　
商
業
経
営
の
変
質

　
図
ω
を
参
考
に
し
つ
つ
、
ま
ず
、
前
章
ま
で
の
流
通
機
構
に
関
す
る
検
討
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
越
前
国
領
域
市
場
に
お
け
る
福

井
木
屋
吉
右
衛
門
、
三
国
蝋
燭
屋
理
右
衛
門
に
行
な
わ
せ
た
「
支
配
金
」
方
式
と
、
江
戸
・
京
都
に
お
け
る
手
代
と
岐
阜
屋
治
兵
衛
に

行
な
わ
せ
た
経
営
方
式
と
は
、
元
禄
～
享
保
初
年
の
期
間
内
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
内
田
氏
か
ら
高
額
金
を
委
託
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
に
お
い
て
内
田
氏
に
代
わ
っ
て
経
営
を
行
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
三
国
蟷
燭
屋
と
京
都
岐
阜
屋
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
福
井
木
屋
と
江
戸
手
代
と
は
、
と
も
に
高
額
の
引
負
い
を
し
、
右
期
間
以
降
、
一
切
こ
の
経
営
方
式
は
取
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
明

ら
か
に
、
右
の
経
営
方
式
は
、
内
田
氏
か
ら
み
れ
ば
引
負
い
な
ど
の
危
険
を
と
も
な
う
に
も
拘
ら
ず
、
享
保
初
年
ま
で
内
田
氏
が
惣
〆

合
計
の
過
半
を
超
え
る
ほ
ど
に
重
視
し
た
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

一130一



近世中期における商業経営の変質（高埜）

図1　内田氏の集荷・販売商人関係図
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江戸

　手代

　紙問屋

　布問屋

京都

　岐卑屋治兵工

　紙問屋

大坂

　
内
田
氏
の
居
住
す
る
五
箇
村
か
ら
遠
隔
な
各
地
で
行
な
っ
た
金

融
活
動
は
、
そ
の
地
の
人
間
に
託
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
は

言
う
迄
も
な
い
が
、
何
よ
り
も
、
当
時
の
商
い
が
固
定
し
た
生
産

地
か
ら
固
定
し
た
市
場
に
向
け
て
恒
常
的
な
商
品
流
通
を
持
つ
と

い
う
も
の
で
は
な
く
、
時
宜
に
応
じ
て
有
利
な
不
特
定
の
商
品
を

購
入
し
、
そ
の
商
品
を
よ
り
高
い
価
格
の
市
場
や
時
期
に
、
臨
機

に
販
売
す
る
こ
と
で
売
買
差
益
を
生
み
、
商
業
利
潤
を
得
る
こ
と

を
、
重
視
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
史
料
は
、
当
時

の
右
に
述
べ
た
商
い
の
秘
訣
を
見
事
に
表
現
し
て
い
る
。

　
　
　
商
物
覚

　
一
奉
書
　
越
前
奉
書
ハ
大
廣
・
中
廣
・
大
高
・
中
高
・
小
高
・

　
　
　
　
　
正
・
宗
問
正
・
小
奉
書
・
中
判
・
雑
紙
・
板
小

　
一
布
類

　
一
ま
わ
た

　
一
も
め
ん

　
一
両
替

　
〆

　
右
是
等
徳
損
共
二
過
分
二
無
之
物
共
也
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近世中期における商業経営の変質（高埜）

　
一
ろ
う
　
　
　
是
等
ハ
五
年
こ
も
七
年
二
も
無
之
下
直
ノ
時
、
吉
水
上
々
ヲ
可
買
置
者
也

　
一
鉄
　
　
　
　
同
断

　
一
く
り
わ
た
　
同
断
　
是
ハ
高
き
時
ハ
少
可
買

　
一
糸
　
　
　
　
同
断
　
是
も
同
断

　
〆

　
右
是
ハ
各
別
高
下
在
之
物
也
、
然
共
か
こ
い
候
て
も
早
速
あ
し
く
ハ
不
成
物
共
也

　
　
　
　
　
（
穀
）

　
一
米
其
外
石
類

　
一
た
は
こ

　
右
是
等
之
様
成
物
少
々
た
く
わ
へ
も
有
者
、
米
な
と
別
而
買
置
申
間
敷
事
也
、
尤
作
あ
し
か
れ
と
ハ
不
思
物
な
れ
と
も
作
な
と
能
候

　
時
ハ
心
能
も
な
き
物
也
、
然
ハ
あ
し
き
や
う
二
い
の
る
心
同
前
也
、

右
は
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
書
出
し
の
『
万
覚
書
』
の
冒
頭
部
分
に
記
さ
れ
た
家
訓
の
最
後
の
部
分
で
あ
る
。
宝
永
七
年
当
時
の
内

田
氏
は
右
に
列
挙
し
て
あ
る
商
品
の
す
べ
て
と
砂
糖
・
材
木
・
苧
な
ど
を
取
扱
っ
て
お
り
（
元
禄
五
年
～
正
徳
六
年
『
内
証
覚
帳
』
）
、

そ
の
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
各
商
品
ご
と
の
商
い
の
秘
訣
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
奉
書
・
布
な
ど
損
得
の
小
さ
い
商
品
、
蝋
・
鉄
な
ど
の

価
格
変
動
の
激
し
い
も
の
で
し
か
も
貯
蔵
し
て
も
品
質
が
落
ち
な
い
商
品
、
米
・
た
ば
こ
な
ど
の
貯
蔵
し
て
は
な
ら
な
い
商
品
の
区
別

が
つ
け
ら
れ
、
従
っ
て
各
商
品
の
性
質
に
ふ
さ
わ
し
い
商
い
方
法
が
お
の
ず
か
ら
考
慮
さ
れ
て
く
る
。

　
ま
た
、
右
の
「
商
物
覚
」
に
先
行
す
る
家
訓
箇
条
書
き
の
中
で
、
商
い
に
関
す
る
一
項
目
と
し
て
、
　
「
第
一
商
の
ひ
ミ
つ
と
言
ふ

ハ
、
高
キ
物
無
用
也
、
下
直
二
て
た
と
へ
半
年
壱
年
或
ハ
弐
年
か
こ
ひ
候
て
も
不
苦
物
を
可
買
調
置
、
費
候
時
も
十
分
二
無
之
候
と
も

少
利
分
在
之
候
ハ
・
頁
可
申
、
只
様
之
老
も
夫
こ
て
利
ヲ
取
筈
二
候
ヘ
ハ
十
分
と
存
候
ヘ
ハ
買
不
申
者
也
、
其
後
ニ
ハ
お
の
つ
か
ら
下
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近世中期における商業経営の変質（高埜）

ル
物
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
在
庫
に
な
っ
て
も
品
質
の
悪
化
し
な
い
商
品
を
安
価
な
時
に
購
入
し
て
、
販
売
の
時
期
は

少
し
で
も
利
得
が
あ
れ
ば
売
り
捌
く
こ
と
、
ま
た
、
た
と
え
只
同
然
の
安
い
商
品
で
も
必
ず
後
で
下
落
す
る
の
で
余
分
に
は
購
入
し
な

い
こ
と
を
商
い
の
秘
訣
と
し
て
家
訓
の
一
つ
に
し
て
い
る
。

　
以
上
の
宝
永
七
年
に
記
さ
れ
た
商
い
の
秘
訣
は
、
恒
常
的
な
商
品
流
通
を
ま
っ
た
く
想
定
し
て
お
ら
ず
、
い
か
に
し
て
有
利
な
不
特

定
商
品
を
購
入
し
、
そ
の
商
品
を
よ
り
高
い
価
格
の
市
場
や
時
期
に
販
売
す
べ
き
か
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
内
田
氏
の

商
業
経
営
の
た
め
に
は
、
商
品
の
多
様
に
移
動
し
、
相
場
の
変
動
が
早
く
わ
か
る
地
、
す
な
わ
ち
、
越
前
国
領
域
市
場
で
は
三
国
．
福

井
で
あ
り
、
販
売
市
場
で
は
江
戸
・
京
都
に
居
る
こ
と
が
必
要
条
件
と
な
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
内
田
氏
は
江
戸
手
代
・
京
都
岐
阜
屋

・
福
井
木
屋
・
三
国
蝋
燭
屋
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
る
に
、
江
戸
・
京
都
・
福
井
・
三
国
の
右
の
経
営
方
式
が
享
保
初
年
で
す
べ
て
終
っ
た
こ
と
の
意
味
は
、
最
早
、
そ
の
よ
う
な

経
営
方
式
を
取
る
こ
と
が
危
険
で
あ
り
、
か
つ
不
利
な
市
場
構
造
に
変
質
し
た
と
内
田
氏
に
判
断
さ
れ
た
か
ら
に
他
あ
る
ま
い
。
換
言

す
れ
ば
、
も
っ
と
安
全
に
、
し
か
も
新
し
い
市
場
構
造
に
適
応
し
た
有
利
な
商
い
方
式
を
行
な
い
う
る
と
考
え
た
か
ら
に
違
い
あ
る
ま

い
。
す
な
わ
ち
、
販
売
市
場
で
あ
る
江
戸
・
京
都
に
、
単
品
を
扱
う
専
業
問
屋
が
そ
の
商
い
の
信
用
を
確
立
す
る
と
い
う
条
件
が
整
う

　
　
（
1
7
）

な
か
で
、
内
田
氏
は
、
享
保
初
年
頃
か
ら
紙
・
布
を
取
扱
い
商
品
の
中
心
に
す
え
て
毎
年
毎
年
、
恒
常
的
に
固
定
し
た
紙
・
布
問
屋
に

商
品
を
送
荷
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
江
戸
・
京
都
の
紙
・
布
問
屋
の
前
年
度
の
販
売
量
・
売
れ
残
り
商
品
量
に
応
じ
て
商
品

送
荷
を
し
、
さ
ら
に
送
荷
量
に
応
じ
て
商
品
集
荷
を
す
る
と
い
う
恒
常
的
な
商
品
流
通
の
間
に
利
潤
を
生
む
と
い
う
方
式
を
と
り
始
め

た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
、
前
年
度
の
商
品
販
売
量
に
応
じ
て
商
品
輸
送
す
る
た
め
に
は
、
内
田
氏
は
、
商
品
集
荷
を
確
実
に
、
か
つ
有
利
な
条
件
（
よ

り
安
価
に
）
で
集
荷
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
に
な
る
の
は
必
然
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
布
に
つ
い
て
は
福
井
の
木
屋
吉
右
衛
門
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近世申期における商業経営の変質（高埜）

・
塩
屋
善
兵
衛
・
丸
屋
次
良
兵
衛
や
府
中
の
津
田
与
次
右
衛
門
と
い
う
布
問
屋
を
買
付
商
人
に
し
、
内
田
氏
の
前
渡
し
金
で
指
示
通
り

に
購
入
に
あ
た
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
彼
ら
布
買
問
屋
が
独
自
資
本
で
布
を
内
田
氏
に
販
売
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
こ
に
布
買
問
屋
の
主
体
的
な
商
業
利
潤
抽
出
の
途
が
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
身
代
潰
れ
の
と
こ
ろ
を
、
内
田
氏
の

資
金
で
救
済
さ
れ
て
か
ら
以
降
は
、
前
渡
し
金
を
受
け
て
内
田
氏
に
代
わ
っ
て
商
品
購
入
に
あ
た
る
買
付
商
人
と
な
っ
た
以
上
、
単

に
、
内
田
氏
か
ら
口
銭
、
蔵
敷
を
受
け
取
る
の
み
で
、
独
自
の
主
体
的
な
商
業
利
潤
は
生
み
出
し
得
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
内
田
氏

は
、
商
品
（
布
）
購
入
過
程
の
中
間
に
介
在
し
た
買
問
屋
の
利
潤
獲
得
を
否
定
し
、
よ
り
直
接
的
に
布
を
集
荷
し
始
め
た
の
で
あ
っ

た
。　

他
方
、
紙
の
集
荷
に
つ
い
て
は
、
内
田
氏
は
い
か
な
る
方
法
を
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
近
世
に
お
い
て
越
前
奉
書
生
産
地
と
し
て
名
高
い
五
箇
村
は
、
す
で
に
中
世
で
は
和
紙
の
産
地
と
し
て
京
都
な
ど
で
知
ら
れ
て
い

た
。
近
世
初
頭
に
至
る
迄
は
大
滝
村
三
田
村
氏
を
中
心
に
し
た
紙
座
が
編
成
さ
れ
て
お
り
、
領
主
の
需
要
と
他
国
に
向
け
た
紙
生
産
が

紙
座
構
成
員
で
あ
る
紙
屋
た
ち
に
よ
っ
て
特
権
的
に
行
な
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
領
主
－
三
田
村
氏
に
よ
っ
て
統
制
き
れ
て
き
た
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

座
の
秩
序
は
小
農
民
で
も
あ
る
漉
屋
た
ち
の
広
範
な
生
産
活
動
に
よ
っ
て
破
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
五
箇
村
新
興
漉
屋
た
ち
に
よ
る
生

産
は
、
寛
永
末
年
か
ら
元
禄
初
年
の
半
世
紀
に
、
隆
盛
を
誇
っ
て
い
た
。
こ
の
繁
栄
は
、
全
国
的
に
見
て
、
五
箇
村
の
紙
生
産
が
中
世

以
来
の
伝
統
的
な
名
声
と
技
術
と
を
ふ
ま
え
て
、
他
の
紙
生
産
地
に
先
が
け
て
、
特
産
品
と
し
て
の
稀
少
性
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
に

起
因
し
て
い
た
。
従
っ
て
全
国
各
地
に
お
い
て
、
領
主
の
生
産
奨
励
も
あ
い
ま
っ
て
、
紙
生
産
が
盛
ん
に
な
り
流
通
量
も
増
加
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

と
、
次
第
に
五
箇
村
の
紙
の
需
要
は
減
退
し
て
い
っ
た
。
大
き
く
は
、
こ
の
よ
う
な
市
場
構
造
の
変
化
に
原
因
を
も
ち
、
し
か
も
、
直

接
的
な
原
因
と
し
て
は
、
漉
屋
に
対
す
る
元
禄
十
二
（
一
六
九
九
）
年
以
来
の
福
井
藩
紙
会
所
（
専
売
）
制
度
に
苦
し
め
ら
れ
、
か

つ
、
小
農
民
と
し
て
は
宝
永
五
（
一
七
〇
八
）
年
以
来
の
高
免
率
（
岩
本
村
で
は
九
割
一
分
、
大
滝
村
は
八
割
八
分
の
年
貢
率
）
に
苦
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近世中期における商業経営の変質（高埜）

し
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
五
箇
村
漉
屋
た
ち
は
、
享
保
初
年
か
ら
零
細
な
も
の
か
ら
窮
乏
し
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。
か
か
る
窮
乏
期
に
、

村
を
単
位
と
し
て
藩
に
上
訴
し
て
年
貢
減
免
・
下
行
米
要
求
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
一
人
一
人
の
漉
屋
に
と
っ
て
は
、

或
る
年
の
年
貢
上
納
に
差
支
え
る
か
、
な
い
し
は
紙
原
料
仕
入
銀
に
こ
と
欠
く
と
い
う
状
態
に
陥
っ
た
時
、
と
に
も
か
く
に
も
、
身
近

な
村
内
の
富
裕
者
よ
り
不
足
分
を
借
り
受
け
る
ほ
か
再
生
産
の
途
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
五
箇
村
漉
屋
は
、
紙
漉
の
主
要
な
道
具
を
質
物
に
入
れ
て
、
年
貢
上
納
時
で
あ
り
か
つ
紙
草
（
楮
）
仕
入
時
で
も
あ
る
十
一
月
頃

に
、
内
田
氏
な
ど
か
ら
借
銀
を
し
て
翌
春
三
月
か
ら
五
月
迄
に
漉
立
て
た
製
品
で
返
済
を
す
る
と
い
う
関
係
を
持
ち
始
め
た
。
そ
こ
に

至
る
過
程
で
諸
原
因
に
よ
っ
て
再
生
産
に
不
足
を
生
じ
、
こ
の
関
係
を
結
び
始
め
た
漉
屋
は
、
借
銀
時
か
ら
返
済
時
ま
で
の
紙
の
漉
立

期
間
に
月
一
歩
～
一
歩
半
の
利
足
を
付
加
さ
れ
る
以
上
、
そ
の
多
く
の
漉
屋
に
と
っ
て
は
次
の
年
貢
上
納
時
、
か
つ
原
料
仕
入
時
に
再

び
借
銀
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
結
局
、
ま
た
借
銀
を
し
て
製
品
で
返
済
す
る
サ
イ
ク
ル
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
し

ま
う
。

　
内
田
氏
に
残
さ
れ
た
五
箇
村
民
よ
り
の
一
紙
証
文
（
借
銀
・
質
物
・
年
賦
・
本
物
返
し
証
文
な
ど
）
四
八
〇
通
の
中
か
ら
、
漉
屋
で

内
田
氏
か
ら
借
銀
を
し
て
右
の
よ
う
な
下
請
生
産
者
と
し
て
組
み
込
ま
れ
始
め
る
際
の
証
文
を
抜
き
出
し
、
整
理
を
す
る
と
以
下
の
諸

点
が
指
摘
で
き
る
。
①
享
保
元
（
一
七
＝
ハ
）
年
か
ら
天
保
十
一
（
一
入
四
〇
）
年
ま
で
の
間
に
、
五
箇
村
全
村
に
わ
た
っ
て
の
べ
六

六
名
の
漉
屋
に
対
し
て
、
内
田
氏
は
前
貸
し
銀
を
貸
し
付
け
、
下
請
と
し
て
組
み
込
ん
だ
。
②
漉
屋
が
内
田
氏
の
下
請
け
に
組
み
込
ま

れ
始
め
る
時
期
は
、
延
享
～
宝
暦
期
（
一
七
四
五
～
一
七
五
五
）
を
ピ
ー
ク
に
展
開
し
て
い
る
が
、
そ
の
始
ま
り
は
享
保
期
か
ら
で
あ

り
、
享
保
期
の
件
数
が
二
番
目
に
多
い
。
ま
た
、
内
田
氏
の
『
毎
春
勘
定
覚
』
に
は
、
　
「
貸
帳
二
有
リ
」
・
「
質
帳
二
」
と
い
う
項
目

は
元
禄
以
来
毎
年
、
一
貫
し
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
　
「
紙
仕
入
銀
貸
付
帳
二
有
リ
」
の
項
目
は
享
保
元
（
一
七
一
六
）
年
か
ら
始
ま

り
、
以
後
連
年
記
さ
れ
続
け
る
こ
と
か
ら
も
、
内
田
氏
が
漉
屋
に
対
し
て
前
貸
し
金
貸
付
を
享
保
元
年
か
ら
開
始
し
て
い
る
こ
と
が
わ
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近世中期における商業経営の変質（高埜）

か
る
。

　
ひ
と
た
び
下
請
化
し
た
漉
屋
た
ち
の
多
く
は
、
そ
の
上
に
農
業
不
作
や
紙
の
下
落
に
見
ま
わ
れ
る
と
、
そ
れ
迄
以
上
に
内
田
氏
か
ら

借
銀
を
重
ね
、
よ
り
深
い
内
田
氏
の
下
へ
の
従
属
（
下
請
）
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
つ
い
に
は
、
内
田
氏
の
商
業
経
営
に
適
応
的
に
下

請
漉
屋
の
紙
生
産
量
そ
の
も
の
が
規
定
さ
れ
る
ほ
ど
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、
内
田
氏
の
三
都
に
お
け
る
紙
の
販
売
が
不
振
で
、
残
り

紙
の
多
い
宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
の
翌
年
に
は
、
新
紙
生
産
は
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
り
、
安
永
八
年
～
天
明
八
（
一
七
七
九
～
八
八
）
年

に
利
得
が
低
下
し
残
り
紙
が
増
加
す
る
と
新
紙
の
ゼ
ロ
は
続
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
内
田
氏
が
前
年
度
の
三
都
の
紙
販
売
量
に
応
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

荷
送
り
を
制
限
す
る
の
み
な
ら
ず
、
下
請
漉
屋
の
生
産
量
そ
の
も
の
を
制
限
し
得
る
迄
に
漉
屋
の
下
請
化
を
強
め
た
と
言
え
る
。

　
か
く
し
て
内
田
氏
は
、
布
の
集
荷
と
同
様
に
、
紙
に
つ
い
て
も
、
享
保
初
年
か
ら
生
産
者
で
あ
る
漉
屋
を
下
請
化
し
て
、
確
実
に
安

価
に
集
荷
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
漉
屋
た
ち
に
は
自
分
に
都
合
の
良
い
商
人
に
よ
り
高
価
に
有
利
に
製

品
を
売
捌
く
と
い
う
主
体
性
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
右
に
見
た
如
く
、
享
保
初
年
以
降
、
紙
・
布
の
集
荷
過
程
に
お
け
る
合
理
化
が
果
さ
れ
、
江
戸
・
京
都
の
専
業
問
屋
に
恒
常
的
な
荷

送
り
を
す
る
商
品
流
通
機
構
が
確
立
す
る
の
と
、
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
内
田
氏
は
、
そ
れ
迄
各
地
に
お
い
て
中
心
的
に
取
り
組
ま
れ

て
い
た
商
業
、
す
な
わ
ち
有
利
な
不
特
定
商
品
を
購
入
し
て
よ
り
高
い
価
格
の
市
場
（
遠
隔
地
）
や
時
期
に
販
売
す
る
商
業
を
整
理
し

た
。
こ
の
後
者
の
商
業
は
、
専
ら
大
坂
の
諸
問
屋
（
荷
受
問
屋
）
の
み
を
軸
に
し
て
展
開
す
る
よ
う
に
変
え
た
の
で
あ
る
。
大
坂
商
人

を
通
じ
て
時
宜
に
応
じ
た
商
品
購
入
・
取
次
・
販
売
を
委
ね
る
こ
の
よ
う
な
商
業
の
方
式
を
、
内
田
氏
は
全
く
廃
止
し
た
の
で
は
な

く
、
幾
分
と
も
残
し
て
い
た
こ
と
を
、
指
摘
し
て
お
く
。

　
と
こ
ろ
で
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
享
保
初
年
を
画
期
と
し
た
内
田
氏
の
商
業
経
営
の
変
質
が
、
こ
こ
ま
で
の
商
品
流
通
形
態
の
検
討

か
ら
把
握
さ
れ
た
と
し
て
も
、
紙
・
布
の
取
扱
い
金
額
が
経
営
全
体
の
ご
く
一
部
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
の
な
ら
ば
、
商
業
経
営
の
変
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近世中期における商業経営の変質（高埜）

表（16） 紙・布の経営に占める比率

　　　年

正徳6
享保2

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1

元文2

〃
〃
〃
〃

∩
δ
4
F
O
ρ
0

寛保2
　〃　3

　〃　4

延享2
　〃　3

　〃　4

　〃　5

寛延2
　〃　3

　〃　4

宝暦2
　〃　3

A　　欄

紙・布
合　計

銀　　　匁
115，860
　　86，　085

114，010

119，195

63，680

63，　880

57，883

73，232

91，332

　86，477。5

69，520

58，450

84，371

98，　250

106，038

115，400

118，001

119，　834

131，　510

223，010

262，775

257，443

209，680

210，159

240，136

232，746

227，021

241，807

305，240

251，482

275，066

268，　818

239，　245

226，221

223，203

207，257

B　　欄

紙・布合計

惣〆合計

22，9

28．3

24，6

30．2

8
0
1
6
3
2
9
2
1
6
8
4
5
5
4
1
6
7
8
7
3
9
2
6
9
5
2
4
9
6
6
4

4
6
9
9
3
1
2
8
6
5
1
5
8
8
6
9
9
6
7
5
4
9
4
6
1
4
8
5
1
9
1
9

3
3
2
3
4
4
3
2
3
4
4
4
4
4
5
5
5
5
4
4
5
4
5
5
6
5
5
5
5
4
5
4

％

C　　欄

紙・布合計

商業合計

45．5

43．7

33．8

52．0

1
3
9
6
0
6
1
4
3
8
7
8
4
3
1
6
8
1
1
9
1
2
9
7
0
1
6
1
0
0
1
9

3
9
7
8
6
8
3
9
9
7
9
9
0
0
2
5
7
8
5
9
4
8
2
7
3
6
0
3
2
6
9
0

5
5
4
6
7
6
5
4
5
6
5
6
7
7
8
7
7
7
6
6
8
7
7
6
8
7
7
7
7
6
6
7

％

年
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4

　
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
明和2

3
4
F
O
6
7
8
Q
り

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
安永2

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

3
4
5
6
7
8
9
1
0

天明2

3
4
5
6
7
8
9
2
3

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
鰍
〃

A　　欄

紙・布
合　計

銀　　　匁
174，135

208，　745

205，210

211，991

222，228

190，816

181，557

134，　713

158，164

168，616

191，459

180，551

154，121

174，722

171，123

174，　611

189，557

176，122

145，583

175，279

199，　654

198，443

217，　547

214，694

236，　541

219，　461

240，123

234，　201

218，173

238，107

241，　423

281，530

B　　欄

紙・布合計

惣〆合計

43．3

48．4

47．1

49．8

51。6

49．3

48．3

38。9

38．2

39．7

45，6

43。0

38。0

38．3

37．8

38，2

40．0

37。4

30．2

35．5

39．3

39．1

42．7

41．1

45．0

41．2

43．9

40．8

37．5

40。8

40．6

47．7

％

C　　欄

紙・布合計

商業合計

59．1

67．7

62．7

67．0

70．2

73．0

66．6

62．6

61．　6

62．　9

66．1

63．8

55．6

65．0

64．3

62．　9

67．0

62．4

49．　7

63．1

66．9

67．5

67．3

70．9

76．4

73．4

79．1

81．6

76．1

79．　9

62．　4

81．　6

％
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近世中期における商業経営の変質（高埜）

表（17）　紙・布の経営に占める比率

欄C欄B欄A
紙・布合計
江戸を除い
た商業合計

33．3％

16．1

23．8

27．4

29．7

10．8

　0
　0
39．0

19．5

14．7

36，5

24．7

16．4

紙・布合計
惣〆合計一
江戸金

3．8％

6．1

8，2

11．7

15．2

5．8

紙・布合計

0
　
014．8

5．0

4．0

10．7

12．1

14．2

金100両

170

230

310

440

200

　　0

　　0

500

170

115

385

601．3分

424．2

年ら
　

　
　
　

禄
”
”

元

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

8

9

10

11

12

13

14

15

T
6
7
8

　
永

ク
　
　
　
　
ク
　

ク
　

ク

　
宝

質
と
敢
え
て
言
え
る
程
の
意
味
を
持
ち
得
ま
い
。
そ
こ
で

次
に
、
内
田
氏
の
経
営
の
中
で
、
紙
・
布
の
商
い
金
額
が

惣
〆
合
計
金
額
や
商
品
取
扱
い
合
計
金
額
に
対
し
て
、
ど

の
程
度
の
割
合
い
を
占
め
る
の
か
を
時
期
に
応
じ
て
検
討

し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
表
⑱
は
、
正
徳
六
（
一
七
一
六
）
年
か
ら
の
細
目
の
判

る
『
毎
春
勘
定
覚
』
に
よ
っ
て
作
成
し
た
、
㈹
紙
．
布
合

計
金
額
（
「
震
二
有
る
紙
・
布
」
＋
「
江
戸
・
京
仕
切
金
」

＋
「
江
戸
・
京
残
り
紙
・
布
」
）
と
、
そ
れ
が
惣
〆
合
計
金

額
の
中
で
占
め
る
割
合
⑧
と
、
き
ら
に
惣
〆
合
計
か
ら
金

融
業
に
関
す
る
金
額
を
差
引
い
た
商
品
取
扱
い
金
額
の
中
で
紙
・
布
合
計
金
額
の
占
め
る
割
合
⑥
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
表

⑳
は
元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
か
ら
宝
永
八
（
一
七
＝
）
年
ま
で
の
『
内
証
覚
帳
』
に
も
と
つ
い
て
、
同
様
に
、
紙
．
布
合
計
金
額

㈹
と
そ
の
比
率
⑧
◎
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
元
禄
五
年
～
十
五
年
と
宝
永
八
年
は
「
江
戸
二
有
」
る
金
額
の
細
目
が
不
明
で

あ
る
た
め
、
江
戸
を
除
い
た
分
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
比
率
を
示
し
て
い
る
。
　
「
江
戸
二
有
」
の
性
格
は
、
前
に
検
討
し
た
通
り
で
あ

り
、
江
戸
以
外
の
商
業
・
金
融
金
額
の
比
率
と
大
き
な
差
異
は
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
、
江
戸
を
除
い
た
比
率
は
そ
れ
な
り
の
根

拠
を
持
ち
得
よ
う
。
ま
た
、
宝
永
五
年
～
七
年
は
「
江
戸
二
有
」
金
額
の
細
目
は
わ
か
る
も
の
の
、
「
判
元
出
資
」
を
行
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
が
商
品
仕
入
と
金
融
と
の
両
性
格
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
宝
永
五
年
～
七
年
の
場
合
は
判
元
出
資
金
を
除
い
た
分
の
中
で
の
紙
．
布

取
扱
い
金
額
の
検
討
を
行
な
っ
た
。
さ
ら
に
図
②
は
、
表
㈹
・
⑰
か
ら
作
成
し
た
紙
・
布
合
計
金
額
の
惣
〆
合
計
・
商
業
合
計
金
額
に
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図2　紙・布の経営に占める比率

紙・布合計

商業合計

紙・布合計

惣〆合計

鯉
　
脇
　
御
　
鵬
　
脇
　
鰯
　
鵬
　
端
　
贈

寛
政
2
3

天
明
2

案
』

ア〔

禄

5

　　宝　正享　　7K　徳保
10　 15　24　　2　　2

　　　　フ」寛延
　　　　文保享
6工1162622

寛三i｛　　　明
延暦　　 和

226　11　2

占
め
る
比
率
を
グ
ラ
フ
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
表
⑯
・
q
⑳
と
図
②
か
ら
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
紙
・
布
合

計
金
額
が
、
金
融
業
も
含
め
た
全
体
の
内
田
氏
の
中
で
占
め

る
割
合
（
㈲
・
細
線
）
は
、
元
禄
～
宝
永
期
に
は
○
～
一
五

％
の
幅
を
占
め
、
正
徳
六
年
～
享
保
五
年
に
二
〇
％
台
を
、

つ
い
で
享
保
七
～
十
五
年
に
二
〇
～
四
〇
％
に
増
え
、
さ
ら

に
享
保
十
六
年
～
宝
暦
十
年
に
は
四
〇
～
六
〇
％
を
占
め
る

に
至
る
。
他
方
、
商
品
取
扱
い
金
額
の
中
で
占
め
る
紙
・
布

合
計
金
額
の
割
合
（
◎
∵
太
線
）
は
、
元
禄
～
宝
永
期
に
一

〇
～
四
〇
％
、
正
徳
六
年
～
享
保
五
年
が
四
〇
％
前
後
、
そ

の
後
増
加
し
て
、
享
保
一
六
年
以
降
、
検
討
の
可
能
な
寛
政

期
ま
で
六
〇
～
八
〇
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
右
の
分
析
結
果
か
ら
、
次
の
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
元
禄
～
宝
永
期
に
は
紙
・
布
二
品
目

は
、
他
の
多
く
の
商
品
と
同
様
に
、
有
利
な
時
に
購
入
し
て

高
い
価
格
の
市
場
や
時
期
に
販
売
す
る
商
業
の
対
象
と
し

て
、
時
宜
に
か
な
っ
た
際
に
取
扱
わ
れ
る
（
現
に
元
禄
十
二

・
十
三
年
は
取
扱
わ
れ
て
い
な
い
）
商
品
と
し
て
の
性
格
を

一　139　一



近世中期における商業経営の変質（高埜）

も
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
正
徳
～
享
保
初
年
を
過
渡
期
と
し
て
、
享
保
十
六
年
か
ら
は
、
紙
・
布
二
品
目
が
金
額
の
上
で
、
内
田
氏
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

商
業
の
大
部
分
を
占
め
る
に
至
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
よ
う
。

　
右
の
結
果
は
、
前
述
し
て
き
た
商
品
流
通
形
態
の
検
討
か
ら
把
握
さ
れ
た
、
内
田
氏
の
商
業
経
営
の
変
質
の
理
解
と
ま
っ
た
く
照
応

す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
こ
に
は
っ
き
り
と
、
内
田
氏
の
商
業
経
営
は
享
保
初
年
頃
を
画
期
と
し
て
、
そ
の
前
後
で
大
き
く

変
質
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
近
世
中
期
に
一
個
の
商
人
資
本
の
経
営
が
変
質
し
た
こ
と
を
検
証
し
て
き
た
。
で
は
、
商
業
経
営
が
享
保
初
年
を
画
期
と
し
て
変
質

し
た
こ
と
の
意
義
を
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
迄
の
行
論
で
す
で
に
述
べ
て
も
い
る
が
、
小
稿
で
は
商

人
資
本
が
、
い
か
に
し
て
商
業
利
潤
を
獲
得
す
る
の
か
、
と
い
う
分
析
視
角
を
基
本
に
据
え
て
き
た
。
近
世
に
お
け
る
在
村
商
人
が
、

封
建
領
主
に
よ
る
村
請
制
度
支
配
の
規
定
性
か
ら
、
村
内
農
民
に
担
保
以
上
の
借
金
を
さ
せ
た
り
、
あ
る
い
は
領
主
か
ら
御
用
金
．
調

達
金
を
命
じ
ら
れ
た
り
と
い
う
よ
う
な
近
世
封
建
社
会
に
特
徴
的
な
規
定
性
を
受
け
な
が
ら
も
、
し
か
し
基
本
的
に
は
、
全
国
的
な
市

場
構
造
の
変
化
に
敏
感
に
反
応
し
つ
つ
、
状
況
に
最
適
な
経
営
方
式
を
求
め
よ
う
と
し
た
こ
と
は
疑
い
の
無
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
一
般
的
に
、
前
近
代
の
市
場
構
造
は
、
商
品
量
の
増
大
と
交
通
の
発
達
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
同
一
商
品
の
地
域
間
・
季
節
間
の
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

格
差
は
減
少
し
、
つ
い
に
は
単
一
の
市
場
価
格
を
持
つ
近
代
的
な
国
内
市
場
形
成
に
向
か
う
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
国
内

市
場
形
成
に
向
か
う
過
程
は
、
生
産
努
力
と
照
応
し
て
不
断
に
進
行
す
る
も
の
で
は
あ
る
と
い
え
、
そ
の
中
に
は
、
極
め
て
停
滞
的
な

時
期
も
あ
れ
ば
、
逆
に
大
き
く
飛
躍
的
に
隔
地
間
の
価
格
差
を
せ
ば
め
た
時
期
も
あ
る
。
小
稿
で
対
象
に
し
た
近
世
中
期
と
は
、
ま
さ

に
、
商
品
量
の
増
大
に
よ
っ
て
各
商
品
の
地
域
間
・
季
節
間
の
価
格
差
を
大
幅
に
減
少
さ
せ
、
そ
れ
ま
で
の
市
場
構
造
に
画
期
的
な
変
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化
を
与
え
た
時
期
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
近
世
中
期
の
市
場
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
、
今
や
、
不
特
定
な
稀
少
性
の
あ
る
商
品
を
有
利
な
時
期
に
購
入
し
て
、
地
域
間
や
季
節

間
の
価
格
差
を
目
あ
て
に
販
売
す
る
商
業
利
潤
抽
出
の
方
法
は
、
旨
み
の
な
い
し
か
も
危
険
が
伴
う
も
の
と
な
っ
た
。
た
め
に
、
商
人

資
本
が
商
業
利
潤
を
獲
得
す
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
余
り
か
え
り
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
流
通
機
構
の
爽
雑
物
を
合
理
化
し
た
り
、

取
扱
い
商
品
量
の
小
額
で
多
品
種
に
及
ぶ
の
を
改
め
た
り
、
あ
る
い
は
特
産
物
生
産
者
の
得
分
に
吸
着
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で

あ
る
。
内
田
氏
の
経
営
に
即
し
て
言
え
ば
、
流
通
機
構
の
合
理
化
（
江
戸
手
代
・
京
都
岐
阜
屋
・
三
国
蝋
燭
屋
・
福
井
木
屋
へ
の
委
託

金
方
式
を
改
め
、
布
を
中
心
に
し
た
集
荷
の
た
め
に
布
問
屋
を
買
付
商
人
に
し
た
）
や
取
扱
い
商
品
を
紙
・
布
二
品
目
に
代
表
さ
せ
、

恒
常
的
に
そ
れ
ぞ
れ
大
量
に
販
売
す
る
こ
と
で
利
潤
を
抽
出
し
よ
う
と
は
か
り
、
さ
ら
に
は
、
越
前
国
の
特
産
品
で
あ
る
奉
書
の
生
産

者
（
漉
屋
）
に
仕
入
銀
を
前
貸
し
、
製
品
で
返
済
さ
せ
る
間
に
、
高
利
を
得
る
と
い
う
小
生
産
者
へ
の
吸
着
も
、
近
世
中
期
の
市
場
構

造
の
変
化
に
柔
軟
に
即
応
し
た
商
業
経
営
の
変
質
と
し
て
統
一
的
に
理
解
で
き
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
個
別
商
人
資
本
の
経
営
変
質
の
意
義
を
、
市
場
構
造
の
変
化
か
ら
規
定
さ
れ
た
商
業
利
潤
抽
出
方
法
の
変
質
と
理
解
す

る
時
、
こ
れ
を
一
人
内
田
氏
の
特
殊
例
と
せ
ず
に
、
体
制
的
・
構
造
的
性
質
へ
と
普
遍
化
さ
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
は
じ
め
に
で
述
べ

た
「
初
期
豪
商
」
や
「
の
こ
ぎ
り
商
人
」
の
い
わ
ゆ
る
遠
隔
地
間
商
業
の
衰
退
や
全
国
的
な
流
通
機
構
の
編
成
が
こ
の
近
世
中
期
に
見

ら
れ
、
ま
た
同
時
期
に
、
都
市
に
お
け
る
多
品
種
取
扱
い
の
荷
受
問
屋
か
ら
単
品
を
大
量
に
取
扱
う
専
業
問
屋
へ
の
交
代
が
な
さ
れ
た

り
、
生
産
地
荷
主
の
買
次
化
や
前
貸
し
支
配
を
し
た
都
市
仕
入
問
屋
に
彩
し
い
資
産
増
大
が
見
ら
れ
た
こ
と
な
ど
を
、
相
互
に
有
機
的

に
照
応
し
た
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
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〔
注
〕

（
1
）
　
古
島
敏
雄
『
近
世
日
本
農
業
の
構
造
』
　
（
日
本
評
論
社
・
一
九
四
三
、
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
五
七
）
を
始
め
、
最
近
の
脇
田
修
『
元
禄

　
　
の
社
会
』
　
（
塙
書
房
・
一
九
入
○
）
に
至
る
、
こ
の
点
に
関
す
る
研
究
蓄
積
は
厚
く
、
そ
の
成
果
は
多
く
の
概
説
書
（
例
え
ば
山
口
啓
二
．
佐

　
　
々
木
潤
之
介
『
体
系
・
日
本
歴
史
4
』
日
本
評
論
社
・
一
九
七
一
）
や
教
科
書
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
　
「
初
期
豪
商
」
に
関
す
る
研
究
に
は
、
山
口
徹
「
小
浜
・
敦
賀
に
お
け
る
近
世
初
期
豪
商
の
存
在
形
態
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
二
四
八
号
．
一

　
　
九
六
〇
）
、
小
野
正
雄
「
寛
文
期
に
お
け
る
中
継
商
業
都
市
の
構
造
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
二
四
八
号
．
一
九
六
〇
）
、
脇
田
修
「
近
世
都
市
の
建

　
　
設
と
豪
商
」
　
（
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
9
』
一
九
七
五
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
「
の
こ
ぎ
り
商
い
」
に
関
し
て
は
、
林
玲
子
『
江
戸
問
屋
仲
間

　
　
の
研
究
』
（
御
茶
の
水
書
房
・
一
九
六
七
）
、
中
井
信
彦
『
幕
藩
社
会
と
商
品
流
通
』
（
塙
書
房
．
一
九
七
一
）
、
山
田
武
麿
「
元
禄
．
享
保
期
に

　
　
お
け
る
北
関
東
在
郷
商
人
の
成
長
」
　
（
『
地
方
史
研
究
』
一
一
号
・
一
九
五
四
）
、
藤
田
覚
「
元
禄
．
享
保
期
東
総
の
一
在
村
商
人
の
動
向
」

　
　
（
『
地
方
史
研
究
』
一
二
一
号
・
一
九
七
三
）
な
ど
が
あ
る
。
林
氏
は
、
常
陸
国
下
館
の
中
村
兵
左
衛
門
家
と
同
国
真
壁
の
中
村
作
右
衛
門
家
を
、

　
　
申
井
氏
・
山
田
氏
は
上
州
甘
楽
郡
富
岡
町
の
阪
本
治
兵
衛
家
を
、
藤
田
氏
は
下
総
国
香
取
郡
の
平
山
家
に
つ
い
て
、
元
禄
期
以
前
の
資
産
増
加

　
　
に
反
し
て
、
享
保
期
以
降
は
経
営
不
調
に
な
る
こ
と
を
分
析
し
て
い
る
。
以
上
め
研
究
成
果
も
ふ
ま
え
た
上
で
、
松
本
四
郎
．
林
玲
子
コ
兀
禄

　
　
の
社
会
」
　
（
『
講
座
日
本
史
　
4
』
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
七
〇
）
は
、
遠
隔
地
間
商
人
と
都
市
商
人
と
の
照
応
関
係
を
考
察
し
て
い
る
。

（
3
）
　
安
岡
重
明
「
江
戸
中
期
の
大
阪
に
お
け
る
取
引
組
織
」
　
（
『
大
阪
の
研
究
　
2
』
清
文
堂
出
版
．
一
九
六
八
）
、
北
島
正
元
『
江
戸
商
業
と
伊

　
　
勢
店
』
　
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
）
の
松
本
四
郎
氏
執
筆
の
第
二
章
「
大
伝
馬
町
木
綿
問
屋
の
成
立
」
、
第
三
章
「
元
禄
．
享
保
期
に
お
け

　
　
る
長
谷
川
家
の
木
綿
問
屋
経
営
」
・
第
四
章
「
元
禄
・
享
保
期
の
江
戸
商
業
と
問
屋
仲
間
」
、
林
玲
子
『
江
戸
問
屋
仲
間
の
研
究
』
，
同
「
元

　
　
禄
期
の
江
戸
町
人
」
　
（
『
江
戸
町
人
の
研
究
』
第
一
巻
、
吉
川
弘
文
館
・
一
九
七
二
）
、
三
浦
俊
明
「
近
世
都
市
論
」
（
『
日
本
史
を
学
ぶ
　
3
』

　
　
有
斐
閣
、
一
九
七
六
）
、
松
本
四
郎
コ
兀
禄
・
享
保
期
の
政
治
と
経
済
」
　
（
『
講
座
日
本
近
世
史
　
ω
』
有
斐
閣
．
一
九
八
〇
）
。

（
4
）
　
林
玲
子
『
江
戸
問
屋
仲
間
の
研
究
』
、
松
本
四
郎
・
林
玲
子
「
元
禄
の
社
会
」
。

（
5
）
　
松
本
四
郎
・
林
玲
子
コ
兀
禄
の
社
会
」
は
、
こ
の
時
代
・
社
会
を
総
体
的
に
理
解
す
る
た
め
の
貴
重
な
成
果
を
創
り
出
し
た
。
と
く
に
「
寛

　
　
文
～
元
禄
期
に
お
け
る
手
作
地
主
－
遠
隔
地
間
商
人
－
都
市
荷
受
問
屋
と
い
っ
た
流
通
機
構
」
が
く
ず
れ
る
状
況
を
相
互
に
連
関
さ
せ
っ
つ
解

　
　
明
し
た
点
は
説
得
的
で
あ
る
。
こ
の
成
果
に
学
び
つ
つ
、
小
稿
で
は
さ
ら
に
、
か
か
る
流
通
機
構
が
く
ず
れ
た
後
の
状
況
と
、
か
か
る
流
通
機

　
　
構
が
く
ず
れ
た
原
因
に
つ
い
て
商
業
利
潤
抽
出
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
検
討
を
加
え
る
。

（
6
）
　
和
紙
（
越
前
奉
書
や
鳥
の
子
紙
）
生
産
地
五
箇
村
に
関
す
る
研
究
に
は
、
小
葉
田
淳
編
著
『
岡
本
村
史
』
本
篇
．
史
料
篇
（
岡
本
村
史
刊
行
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会
・
一
九
五
六
）
、
揖
西
光
速
「
近
世
越
前
製
紙
業
の
生
産
と
流
通
」
（
『
社
会
経
済
史
学
』
一
九
i
一
）
、
牧
野
信
之
助
「
越
前
五
箇
の
御
留
紙

　
　
等
製
造
記
録
」
　
（
『
和
紙
研
究
』
二
）
、
前
川
新
一
「
近
世
越
前
五
箇
の
紙
商
人
」
（
『
百
万
塔
』
一
六
）
な
ど
の
他
に
、
拙
稿
「
幕
藩
制
中
期
に

　
　
お
け
る
生
産
者
支
配
の
一
形
態
」
　
（
『
日
本
歴
史
』
三
五
四
号
）
・
「
和
紙
」
　
（
『
講
座
技
術
の
社
会
史
　
1
』
日
本
評
論
社
・
一
九
八
三
刊
行
予

　
　
定
）
が
あ
る
。

（
7
）
　
初
代
の
内
田
吉
左
衛
門
宗
寿
は
、
内
田
氏
系
図
か
ら
判
る
通
り
、
中
条
満
朝
の
子
で
あ
る
。
中
条
氏
の
系
譜
に
見
え
る
最
初
は
、
中
条
豊
房

　
　
で
朝
倉
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
家
系
譜
以
外
の
確
た
る
史
料
は
無
い
。
中
条
豊
房
の
孫
の
昭
貞
は
、
野
辺
則
右
衛
門
慶

　
　
純
の
娘
を
婆
り
、
満
朝
を
も
う
け
た
。
中
条
満
朝
は
初
代
野
辺
小
左
衛
門
の
孫
で
あ
る
松
寿
院
を
婆
り
、
寛
永
＝
二
（
一
六
三
六
）
年
四
月
宗

　
　
寿
を
も
う
け
た
が
、
そ
の
年
の
十
二
月
に
満
朝
は
死
ん
だ
。
こ
の
た
め
に
、
寛
永
九
年
当
時
で
田
畠
合
計
四
反
七
畝
余
を
有
し
て
い
た
中
条
氏

　
　
の
相
続
権
を
め
ぐ
っ
て
、
中
条
満
朝
の
弟
昌
純
と
、
満
朝
の
妻
子
松
寿
院
・
宗
寿
と
の
間
に
争
論
が
起
っ
た
。
宗
寿
の
孫
で
、
三
代
目
の
当
主

　
　
善
四
郎
宋
閑
の
遺
書
に
よ
れ
ば
、
宗
寿
母
子
が
訴
え
、
役
人
三
人
が
中
条
氏
の
「
身
上
ヲ
弐
つ
二
割
符
い
た
し
候
様
こ
と
の
事
二
而
銀
子
四
貫

　
　
匁
計
有
之
候
ヲ
弐
つ
二
わ
り
弐
貫
匁
計
つ
、
当
り
申
候
」
。
か
く
し
て
中
条
氏
は
満
期
の
弟
昌
純
が
継
ぎ
、
そ
の
後
代
々
中
条
善
左
衛
門
を
名

　
　
乗
っ
た
。
一
方
、
松
寿
院
・
宗
寿
の
母
子
は
中
条
氏
を
出
て
、
松
寿
院
の
兄
内
田
善
右
衛
門
直
重
の
世
話
に
な
っ
た
。
こ
の
内
田
善
右
衛
門
家

　
　
は
野
辺
小
左
衛
門
家
の
分
家
で
、
寛
永
九
年
当
時
、
六
反
八
畝
余
の
田
畠
を
持
っ
て
お
り
、
野
辺
四
良
右
衛
門
・
小
左
衛
門
に
次
ぐ
家
格
を
有

　
　
し
て
い
た
。

　
　
先
の
「
宋
閑
様
御
遺
書
」
で
は
、
宗
寿
母
子
は
「
其
時
弐
貫
匁
ノ
銀
子
ハ
善
右
衛
門
（
内
田
直
重
）
方
へ
預
り
、
右
の
利
足
と
シ
テ
八
ケ
町

　
　
の
弐
反
お
さ
の
田
を
宗
寿
親
子
の
飯
米
と
い
た
し
、
七
・
入
表
ノ
所
ヲ
作
り
取
二
致
候
、
籾
松
寿
院
ハ
少
キ
宗
寿
ヲ
相
手
ニ
シ
テ
ど
ぶ
酒
ヲ
作

　
　
り
渡
世
被
成
候
所
、
宗
寿
廿
才
ノ
時
（
明
暦
三
年
）
百
匁
計
ノ
銀
子
弐
貫
匁
計
二
成
候
ヲ
宗
寿
へ
相
渡
福
寿
院
（
善
右
衛
門
）
二
預
ケ
置
候
弐

　
　
貫
匁
ノ
銀
子
と
を
御
渡
シ
都
合
四
貫
匁
計
ノ
銀
子
ヲ
元
手
と
成
、
夫
6
段
々
二
伝
来
候
身
上
二
候
」
　
（
注
は
高
埜
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

　
　
よ
う
に
し
て
明
暦
三
（
一
六
五
七
）
年
の
段
階
で
、
宗
寿
は
銀
四
貫
匁
程
を
持
ち
、
母
方
の
内
田
氏
の
世
話
か
ら
離
れ
た
。
そ
れ
か
ら
五
年

　
後
、
即
ち
寛
文
二
（
一
六
六
二
）
年
に
は
、
野
辺
四
良
右
衛
門
家
の
名
跡
を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。

　
　
野
辺
氏
の
系
譜
に
見
え
る
最
初
は
、
永
禄
八
（
一
五
六
五
）
年
没
の
四
良
右
衛
門
慶
昌
で
あ
る
。
慶
長
三
（
一
五
九
八
）
年
五
月
下
旬
か
ら

　
　
七
月
下
旬
に
か
け
て
越
前
国
一
国
の
検
地
が
長
束
正
家
を
惣
検
地
奉
行
に
し
て
行
な
わ
れ
、
岩
本
村
は
服
部
土
佐
守
が
検
地
奉
行
を
勤
め
た
。

　
　
こ
の
際
の
検
地
帳
に
よ
れ
ば
、
初
代
野
辺
四
良
右
衛
門
の
長
男
則
右
衛
門
・
次
男
小
左
衛
門
・
三
男
久
蔵
の
持
高
を
合
わ
せ
る
と
、
六
一
石
一

　
斗
七
升
九
合
に
な
り
、
村
高
二
六
五
石
余
り
、
村
内
登
録
人
七
三
人
、
平
均
持
高
三
石
七
斗
と
比
較
す
る
と
、
い
か
に
こ
の
野
辺
氏
の
存
在
が
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（
野
辺
氏
）

初
代
四
良
右
エ
門

　
　
　
慶
昌

永
禄
八
・
五
二
卒

（
野
辺
小
左
エ
門
氏
）

（
中
条
氏
）

　
　
豊
房

永
禄
十
一

慶
長
四
・
十
・
十
二
卒

三
代
四
良
右
エ
門

・
六
卒

秀
知

野
辺
善
右
エ
門

　
　
通
重

寛
永
五
・
七
卒

宝
林
院

　
　
昭
貞

血
見
・
永
五
・
ラ
八
卒

四
代
四
良
右
エ
門

　
慶
威
．浄

玖

内
田
吉
左
衛
門
氏
系
図

内
田

　
　
　
直
重

　
万
治
元
・
七
卒

松
寿
院

天
和
元
・
十
一
卒

　
満
朝

寛
永
十
三
・
十
二
卒

善
左
エ
門

元
禄
三
・
四
卒

初
代
吉
左
エ
門
　
　
二
代
吉
左
エ
門

・
・
講
鋼
轡

　
　
　
　
　
　
　
宝
永
二
・
十
二
卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
津
氏
）

六
代
吉
左
エ
門

　
　
仲
敏

寛
政
七
・
二
卒

七
代
吉
左
エ
門

（
宮
原
氏
）
　
天
保
四
。
二
卒

三
代
善
四
郎

　
正
　
琶

宝
暦
四
・
七
卒

　
　
近
直
l
ー
ワ

（
新
崖
平
三
郎
氏
）

四
代
吉
左
エ
門
五
代
善
四
郎

　
　
宜
武
　
　
　
由
充

安
永
三
・
七
卒
文
化
九
・
五
卒

八
代
才
右
エ
門
九
代
善
四
郎

・
郭
懸
蘇
・
晦
曄
ー

　　
@　
@・

｡
珊
耳
潔
辮
ー
現
在
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近世中期における商業経営の変質（高埜）

　
　
大
き
い
も
の
で
あ
る
か
が
判
ろ
う
。
ま
た
、
野
辺
氏
三
兄
弟
は
そ
れ
ぞ
れ
屋
敷
地
を
朱
印
地
と
さ
れ
て
年
貢
免
除
と
な
っ
て
い
た
。

　
　
　
慶
長
三
年
の
検
地
の
前
、
天
正
一
三
（
一
五
八
五
）
年
に
は
、
豊
臣
秀
吉
は
府
中
一
二
万
石
の
大
名
に
封
じ
た
木
村
隼
人
佐
宛
に
、

　
　
　
　
　
越
前
国
中
蝋
燭
司
之
儀
、
野
辺
四
良
右
衛
門
仁
仰
付
候
之
条
可
成
其
意
者
也

　
　
　
　
　
　
天
正
十
三
閨
八
月
十
四
日
　
　
　
　
御
朱
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
隼
人
佐
と
の
へ

　
　
と
の
朱
印
状
を
送
り
、
木
村
隼
人
佐
は
（
越
前
）
国
中
へ
そ
の
意
を
触
れ
、
野
辺
氏
の
越
前
国
蝋
燭
司
と
し
て
の
特
権
を
保
証
し
て
い
る
。
こ
の

　
　
よ
う
な
特
権
を
持
ち
、
別
格
の
大
高
持
で
あ
る
野
辺
四
良
右
衛
門
慶
昌
の
次
男
実
陸
は
、
分
家
独
立
し
て
野
辺
小
佐
衛
門
家
の
祖
と
な
り
、
そ

　
　
の
後
、
幕
末
に
至
り
没
落
す
る
迄
、
同
族
の
内
田
吉
左
衛
門
家
と
と
も
に
、
別
格
の
大
家
と
し
て
商
業
経
営
を
行
な
っ
た
。

　
　
　
し
か
し
、
本
家
で
あ
る
野
辺
四
良
右
衛
門
家
は
、
次
第
に
身
上
不
如
意
に
な
っ
た
様
子
で
、
四
代
四
良
右
衛
門
慶
威
が
寛
文
二
年
正
月
に
死

　
　
ぬ
と
、
四
良
右
衛
門
後
家
は
同
年
六
月
二
二
日
付
で
大
滝
村
野
辺
伊
兵
衛
に
屋
敷
一
敷
・
蝋
燭
司
の
朱
印
状
・
田
高
二
反
を
売
渡
し
、
代
銀
四

　
　
百
匁
を
受
取
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
三
日
後
の
同
月
十
六
日
付
で
伊
兵
衛
は
、
野
辺
氏
と
血
縁
の
あ
る
宗
寿
に
対
し
て
、
同
一
権
利
を
銀
二
貫
匁

　
　
で
売
渡
し
て
い
る
。

　
　
　
こ
の
よ
う
な
経
緯
で
寛
文
二
年
に
宗
寿
は
野
辺
四
良
右
衛
門
家
の
名
跡
を
買
い
取
っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
養
子
と
し
て
野
辺
氏
を
継
い
だ
の

　
　
で
は
な
く
、
た
め
に
宗
寿
は
野
辺
氏
を
名
乗
ら
ず
、
ま
た
中
条
氏
も
名
乗
ら
ず
、
母
方
の
姓
を
取
り
、
初
代
内
田
吉
左
衛
門
宗
寿
を
名
乗
っ

　
　
た
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
以
降
、
宗
寿
の
母
方
の
内
田
善
右
衛
門
家
は
上
内
田
と
称
き
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
な
お
、
小
稿
で
引
用
す
る
史
料
は
す
べ
て
、
内
田
穣
吉
氏
（
奈
良
県
奈
良
市
法
蓮
町
在
住
）
所
蔵
史
料
で
あ
り
、
以
後
の
引
用
注
は
付
さ
な

　
　
い
。

（
8
）
　
宝
永
四
年
、
内
田
氏
の
江
戸
手
代
彦
右
衛
門
の
二
、
二
五
〇
両
の
引
負
い
。

（
9
）
　
同
族
三
氏
に
つ
い
て
は
、
（
7
）
を
参
照
あ
り
た
い
。

（
1
0
）
　
『
万
覚
書
』
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
越
府
蝿
印
附
覚

　
　
　
極
印
改
印
茶
印
文
六
印

　
　
　
右
寛
保
元
年
府
中
津
田
6
申
来
候

福
井
蝋
ノ
印
附
覚
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近世中期における商業経営の変質（高埜）

　
　
新
印
　
木
田
豆
腐
屋
八
兵
衛
印
　
　
木
印
　
木
田
木
屋
善
五
郎

　
　
吉
印
　
毛
屋
丁
吉
右
衛
門
　
　
　
　
生
印
　
祐
海
町
　
六
兵
衛

　
　
質
印
　
神
宮
寺
五
郎
兵
衛
　
　
　
　
松
印
　
豆
腐
屋
久
左
衛
門

　
　
　
G
D
印
　
立
屋
丁
七
郎
兵
衛
　
　
　
　
勝
印
　
勝
見
鮨
屋
弥
惣
兵
衛

　
　
右
寛
保
元
年
酉
ノ
年
　
府
中
屋
多
兵
衛
6
書
付
来
ル

　
　
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
1
1
）
　
内
田
氏
の
蝋
．
漆
実
集
荷
の
権
限
は
、
天
正
十
三
（
一
五
八
五
）
年
閏
八
月
十
四
日
付
の
野
辺
四
良
右
衛
門
に
対
す
る
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
に

　
　
よ
る
越
前
国
中
蟷
燭
司
の
特
権
附
与
に
も
と
つ
く
。
野
辺
四
良
右
衛
門
と
内
田
氏
と
の
関
係
は
、
　
（
7
）
を
参
照
あ
り
た
い
。

（
1
2
）
　
福
井
藩
紙
会
所
制
度
に
つ
い
て
は
、
小
葉
田
淳
編
著
『
岡
本
村
史
　
本
編
』
、
拙
稿
「
幕
藩
制
中
期
に
お
け
る
生
産
者
支
配
の
一
形
態
」
を

　
　
参
照
さ
れ
た
い
。

（
1
3
）
　
『
福
井
縣
史
藩
政
時
代
』
　
（
一
九
二
一
年
刊
）
一
六
三
頁
に
、

　
　
「
本
多
領
。
寛
永
三
年
丸
岡
藩
主
本
多
成
重
の
弟
二
子
重
春
幕
府
の
旗
本
に
列
せ
ら
れ
、
坂
井
・
吉
田
・
南
條
三
郡
の
内
十
箇
村
三
千
石
を
賜

　
　
　
は
り
、
坂
北
郡
枯
木
高
柳
に
陣
屋
を
置
き
、
子
孫
相
傳
へ
て
廃
藩
置
縣
の
際
に
至
れ
り
。
」

　
　
と
有
る
。
ま
た
、
内
田
氏
史
料
に
、
　
「
元
禄
五
年
　
大
膳
様
指
引
年
々
留
」
の
表
紙
の
み
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
1
4
）
　
林
玲
子
『
江
戸
問
屋
仲
間
の
研
究
』
　
（
御
茶
の
水
書
房
・
一
九
六
七
）
。

（
1
5
）
　
『
万
覚
書
』
に
よ
れ
ば
、
寛
延
二
年
十
一
月
に
、

　
　
　
　
　
　
江
戸
二
て
会
津
蝋
買
候
節
掛
リ
物
覚
但
大
坂
へ
積
登
候
時
ノ
め
へ
り
と
な
し

　
　
　
　
一
商
人
蝋
二
て
ハ
目
欠
五
歩
立
申
候
、
口
銭
両
二
壱
匁
ツ
・
　
但
両
二
四
分
ツ
・
持
銀
引
、
又
両
二
壱
匁
五
分
ツ
・
日
間
引
　
但
是
ハ
買

　
　
　
　
　
方
6
代
銀
之
内
引
渡
し
申
事
と
相
見
へ
申
候
、

　
　
　
　
　
右
大
坂
迄
運
賃
壱
丸
二
四
匁
宛
大
坂
二
て
水
上
蔵
敷
壱
丸
一
二
二
分
五
厘
ツ
、

　
　
　
　
右
之
通
之
由
、
尤
江
戸
二
て
買
大
坂
へ
積
登
し
時
之
掛
り
惣
造
用
也
、
ワ
キ
会
津
蝿
二
て
如
此
二
候
、
御
蔵
二
候
ヘ
ハ
め
か
た
立
不
申
、

　
　
　
　
正
め
拾
弐
貫
匁
入
封
之
儘
二
て
大
坂
二
て
も
費
仕
候
由
、
御
蔵
蝋
二
候
ヘ
ハ
ロ
銭
・
運
賃
・
水
上
蔵
敷
・
懸
り
め
欠
立
不
申
候
、
其
代
り

　
　
　
　
両
二
弐
ロ
ニ
て
壱
匁
九
分
ノ
引
ハ
無
之
由
、
尤
運
賃
口
銭
壱
丸
二
金
壱
分
ツ
・
ノ
様
こ
も
覚
候
由
、
捌
大
坂
二
て
右
蝋
直
段
ノ
格
ハ
ニ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
く

　
　
　
　
引
．
三
つ
引
取
合
候
而
ハ
當
国
吉
水
ず
ハ
少
々
高
直
之
由
、
尤
蝋
燭
屋
へ
上
か
け
二
望
候
故
ノ
由
、
尤
荷
数
多
候
節
ハ
晒
方
へ
も
揃
直
段
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近世中期における商業経営の変質（高埜）

　
　
吉
水
同
格
之
由
、
三
っ
引
ハ
吉
水
♂
少
次
之
由
、
ワ
キ
会
津
上
之
壱
貫
百
五
拾
匁
汐
弐
百
五
十
・
三
百
匁
迄
と
申
来
候
、
但
當
国
吉
水
一

　
　
貫
百
五
十
と
申
相
場
之
節
也
、
ワ
キ
会
津
ニ
ハ
同
印
二
て
も
蝋
二
不
同
有
之
由
、

と
、
大
坂
河
内
屋
又
右
衛
門
か
ら
申
し
送
ら
れ
て
き
た
。
会
津
蝋
の
蔵
物
の
場
合
と
脇
蜷
の
場
合
の
値
段
と
諸
経
費
と
が
記
さ
れ
、
そ
れ
ら
曇

江
戸
で
買
い
、
大
坂
へ
積
登
し
た
時
の
経
費
が
書
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
吉
水
と
は
越
前
国
産
高
級
蜷
の
名
柄
で
あ
り
、
そ
れ
と
の
比
較
が
な

さ
れ
て
い
る
。

　
同
じ
く
大
坂
の
河
内
屋
又
右
衛
門
か
ら
の
元
文
二
（
一
七
三
七
）
年
二
月
六
日
書
状
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
知
ら
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
元
文
元
年
丙
辰
十
二
月
六
日
江
戸
會
津
御
蔵
蝿
御
張
紙

　
　
津
川
上
々
　
文
金
壱
両
二
付
蝋
壱
貫
七
百
目

　
　
　
但
シ
上
々
と
申
ハ
荷
印
○
印
二
而
御
座
候
。
壱
丸
封
之
儘
正
目
拾
弐
貫
目
と
立
取
渡
シ
仕
候
、
時
々
之
目
廻
シ
ニ
〆
壱
丸
正
味
掛
切
拾

　
　
　
壱
貫
八
百
目
有
之
年
も
、
又
百
匁
余
慶
欠
立
候
年
も
、
少
々
之
不
同
年
に
或
ハ
時
ノ
出
ロ
ニ
て
有
之
事
二
御
座
候
、
此
有
目
6
弐
百
目

　
　
　
は
ね
め
、
又
弐
百
五
拾
匁
計
入
目
、
引
残
り
正
味
拾
壱
貫
三
百
五
拾
匁
、
或
ハ
三
百
匁
と
立
、
さ
ん
用
當
り
見
申
事
二
御
座
候
、

　
　
津
川
上
々
荷
印
①
印
　
壱
貫
八
百
目

　
　
同
申
　
　
　
　
⑪
印
　
壱
貫
九
百
目

　
　
同
下
　
　
　
⑪
印
　
弐
貫
目

　
　
同
下
々
　
　
　
⑪
印
　
弐
貫
百
目

　
　
同
下
々
ノ
下
⑪

　
　
　
右
六
段

　
　
福
之
内
上
々
荷
印
右
同
格
　
壱
貫
八
百
目

　
　
同
上
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
貫
九
百
目

　
　
同
中
　
　
　
　
　
　
　
　
弐
貫
目

　
　
同
下
　
　
　
　
　
　
　
　
弐
貫
百
目

　
　
同
下
々
荷
印
⑪
印
也
　
　
　
弐
貫
弐
百
目

　
　
　
〆
五
段

　
　
右
之
通
辰
十
二
月
六
日
6
立
直
段
二
而
御
座
候
、
津
川
と
福
之
内
と
申
ハ
會
津
二
而
所
々
名
目
二
て
直
段
先
年
6
同
印
二
而
百
匁
宛
違
申
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近世申期における商業経営の変質（高埜）

　
　
　
候
、
生
蝋
出
来
も
津
川
ハ
百
匁
方
能
筈
二
御
座
候
へ
共
、
是
も
年
々
不
同
有
之
、
結
句
福
之
内
押
込
取
渡
仕
候
、
然
ル
時
右
之
御
張
紙
直

　
　
　
段
二
而
毎
月
六
日
宛
出
申
候
所
、
大
方
下
印
取
合
出
申
候
故
、
時
二
6
取
手
無
之
と
申
事
二
御
座
候
、
古
金
割
合
二
而
當
正
月
初
出
目
6

　
　
　
文
字
金
納
二
成
り
、
此
折
高
直
故
脇
ら
う
相
庭
二
引
合
兼
申
二
付
、
望
手
無
数
二
候
由
、
是
も
上
中
下
之
三
印
な
と
出
候
得
ハ
、
相
応
二

　
　
　
引
合
望
手
も
可
有
御
座
候
へ
共
、
下
々
・
下
々
ノ
下
な
と
取
合
出
候
故
、
望
不
申
物
と
相
聞
候
、
右
御
張
紙
直
段
ニ
シ
テ
大
坂
ノ
立
銀
五

　
　
　
拾
匁
二
付
津
川
中
①
⑪
⑪
取
合
壱
貫
七
百
匁
二
當
り
、
此
内
登
り
運
賃
目
相
引
ケ
申
候
故
、
大
坂
着
凡
壱
貫
六
百
五
拾
匁
二
着
申
候
、
丸

　
　
　
　
二
〆
右
三
印
取
合
壱
丸
ノ
代
三
百
三
拾
壱
匁
二
當
り
、
此
内
登
り
運
ち
ん
目
相
七
八
匁
も
懸
り
申
候
、
此
引
合
二
而
ハ
只
今
相
庭
二
緩
り

　
　
　
と
引
合
能
、
利
分
も
懸
り
申
候
へ
共
、
春
二
成
下
印
多
出
申
候
故
、
下
物
ハ
大
坂
も
一
入
不
揃
力
と
相
聞
、
江
戸
表
望
手
無
之
様
子
二
御

　
　
　
座
候
、
但
文
字
小
判
相
庭
五
拾
弐
匁
五
分
か
ヘ
ト
立
、

　
右
の
会
津
蝋
蔵
物
に
関
す
る
張
紙
値
段
や
、
引
合
い
の
多
少
な
ど
の
情
報
を
知
ら
せ
た
河
内
屋
又
右
衛
門
の
書
状
を
『
万
覚
書
』
に
留
置
い
た

　
あ
と
で
、
内
田
氏
は
、
　
「
此
時
越
前
ろ
う
上
々
、
銀
五
拾
匁
二
付
壱
貫
六
百
匁
か
へ
之
由
、
会
津
壱
丸
二
付
三
百
六
拾
壱
匁
之
由
」
を
書
き
記

　
　
し
、
こ
こ
で
も
越
前
蝋
と
の
比
較
を
配
慮
し
て
い
る
。

（
1
6
）
　
大
坂
繰
綿
買
問
屋
で
定
評
の
あ
る
も
の
と
し
て
、
以
下
の
名
前
が
内
田
氏
の
『
万
覚
書
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
寛
保
三
（
一
七
四
三
）
年
春
、
江
戸
へ
派
遣
し
た
春
木
勘
兵
衛
か
ら
の
知
ら
せ
と
し
て
、

　
　
「
江
戸
積
繰
綿
相
調
候
而
揃
能
買
問
屋
名
代
之
覚

　
　
　
一
西
国
作
玉
嶋
　
大
坂
高
麗
橋
　
袴
屋
弥
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貼
紙
）

　
　
　
一
大
和
作
西
久
　
［
大
坂
道
修
町
　
袴
屋
仁
右
衛
門

「

一
西
国
作
大
天
　
大
坂
道
修
町

一
西
国
作
極
吟
　
大
坂
今
橋

一
西
国
作
極
天
　
大
坂
本
町

〆
右
之
分
ハ
印
物
二
而
望
手
多
、

　
能
相
揃
候
由

宝
暦
十
二
年
十
月
、

袴
屋
仁
右
衛
門

日
野
屋
九
兵
衛

井
箇
屋
三
右
衛
門

江
戸
表
二
而

」

　
　
　
　
　
　
　
升
屋
七
佐
衛
門
か
ら
の
書
状
と
し
て
、

大
坂
二
て
繰
綿
調
候
而
宜
問
屋
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近世中期における商業経営の変質（高埜）

　　

蜊
竝
w
寀
ｴ
麓
弥
奮
門
殿
雌
魏
臨
莇
懸
攣
鴨

　　

蜊
笂
V
満
±
丁
め
桑
名
屋
七
之
助
殿
囎
靱
蠣
両
弐
分

　　

ﾛ
州
平
野
　
車
屋
久
右
衛
門
殿
鵬
靱
調
也

　
　
　
　
但
車
屋
書
状
届
ケ
所
ハ
右
袴
屋
桑
名
屋
6
通
用
せ
し
由
申
来
ル

　
　
右
之
三
軒
當
時
は
や
り
問
屋
之
由
、
尤
買
注
文
相
庭
次
第
と
申
遣
候
而
も
毛
頭
女
才
無
之
由
二
候
以
上
」

　
　
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
1
7
）
　
（
3
）
の
諸
論
文
。

（
1
8
）
　
漉
屋
の
大
部
分
が
高
持
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
次
の
表
（
大
滝
村
高
持
漉
屋
の
関
係
）
は
示
し
て
い
る
。

大滝村高持漉屋の関係表

延享3年8月

高持数漉屋数

9
臼
　
　
0

n
O
　
　
　
O

寛保2年9月

高圃醒数

3　　　2上以石10

008石以上一10石未満

2233
6－8

44444－6

202821282－4
13251325O－2
0

雑家数30031佐久高士編「越前国宗門人別御改帳』により作成。
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近世申期における商業経営の変質（高埜）

（
1
9
）
　
紙
座
の
解
体
過
程
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
和
紙
」
（
『
講
座
技
術
の
社
会
史
』
第
一
巻
・
日
本
評
論
社
・
一
九
八
三
刊
行
予
定
）
で
詳
述
し
て

　
　
い
る
。

（
2
0
）
　
漉
屋
た
ち
が
、
内
田
氏
の
前
貸
し
を
受
け
、
下
請
化
し
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
幕
藩
制
中
期
に
お
け
る
生
産
者
支
配
の
｝
形

　
　
態
」
　
（
『
日
本
歴
史
』
三
五
四
号
）
で
詳
述
し
て
い
る
。

（
2
1
）
　
内
田
氏
の
商
業
の
中
に
は
、
毎
年
惣
〆
合
計
金
額
の
約
一
〇
％
前
後
の
比
率
で
酒
造
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
当
面
の
課
題
で
あ
る
紙
・
布
合

　
　
計
金
額
と
他
の
商
品
金
額
と
の
比
較
を
す
る
さ
い
、
酒
造
分
を
控
除
し
て
考
え
れ
ば
、
紙
・
布
合
計
金
額
の
占
め
る
比
率
は
、
さ
ら
に
高
く
な

　
　
る
。

（
2
2
）
　
山
崎
隆
三
「
再
び
元
禄
．
享
保
期
の
米
価
変
動
に
つ
い
て
e
ω
」
（
『
経
済
学
雑
誌
』
〈
大
阪
市
大
〉
七
六
i
五
・
六
）
、
岩
橋
勝
「
徳
川
期

　
　
米
価
の
地
域
間
格
差
と
市
場
形
成
」
　
（
『
新
し
い
江
戸
時
代
史
像
を
求
め
て
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
七
）
は
、
米
価
の
動
向
を
基
礎
に

　
　
し
て
、
近
世
の
市
場
構
造
の
検
討
を
行
な
っ
た
が
、
両
者
の
研
究
は
と
も
に
地
域
間
価
格
差
消
滅
の
過
程
を
究
明
す
る
こ
と
が
、
す
な
わ
ち
単

　
　
一
の
市
場
価
格
を
も
つ
近
代
的
な
国
内
市
場
形
成
過
程
の
解
明
に
つ
な
が
る
と
い
う
視
点
を
も
っ
て
い
る
。
小
稿
は
か
か
る
視
点
に
学
ん
で
い

　
　
る
。

（
付
記
）

　
な
お
、
小
稿
の
一
部
は
史
学
会
第
七
一
回
大
会
（
一
九
七
三
年
）
日
本
史
部
会
で
「
近
世
中
期
の
商
業
経
営
と
村
落
」
と
題
し
て
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
小
稿
全
体
に
わ
た
っ
て
、
歴
史
学
研
究
会
日
本
近
世
史
部
会
例
会
（
一
九
七
八
年
十
二
月
）
に
お
い
て
同
題
で
報
告
さ
れ
た
。
両
会
に
お
い

て
御
意
見
を
下
き
っ
た
方
々
や
、
ま
た
個
別
に
貴
重
な
御
意
見
を
下
き
っ
た
山
n
［
啓
二
氏
・
小
野
正
雄
氏
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
末
尾
に
な
り

ま
し
た
が
、
内
田
穣
吉
氏
に
は
史
料
閲
覧
を
許
さ
れ
、
そ
の
御
好
意
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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